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C O N T E N T S
　はじめに

本校は長野県で唯一の工業高等専門学校として 1963 年に設立されました。これまでに
送り出した卒業生は 9,000 名を超え、早期一貫教育を行う理工系の高等教育機関として
今日でも産業界等から高い評価を得ています。

2022 年度よりそれまで 5 つあった学科を「工学科」の 1 学科に統合しました。新しい
教育体制では、情報エレクトロニクス系、機械ロボティクス系、都市デザイン系の 3 つ
の分野を設置しています。入学後の 1 年間で３つの分野の基礎を幅広く学び、その上で、
最も自分に合った専攻分野を選びます。さらに、リベラルアーツ教育院による教養教育
の充実と副専攻の必修化によって、近年の産業構造や技術の変化・多様化に対応できる
人材育成が可能となりました。また、海外での研修やインターンシップ等を積極的に推
進することで、グローバル・マインドを持った人材の育成にも力を入れています。

卒業生の進路は就職と進学がほぼ同数程度になっています。就職については、地元へ
の就職率が高い点が本校の特長として挙げられます。これは、本校が地域産業界ならび
に本校技術振興会と連携した実践的な教育体制を充実させていることが一因と考えられ
ます。進学は本校専攻科および国立大学等の 3 年生への編入学等の進路があります。また、
本校専攻科と豊橋技術科学大学との間で連携教育プロブラムが構築されており、これを
選択する学生は本校の専攻科修了に加えて大学から学士の学位を得ることができます。

本校は、「優れた技術者は、優れた人間でなければならない」という教育理念の下、グロー
バル化した社会の複雑で困難な問題に粘り強く立ち向かい、輝かしい未来を切り拓くこ
とのできる実践的・創造的技術者の育成を目指しています。

江﨑  尚和校長
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 3つのポリシー

（ 1 ）推薦選抜
出身中学校（義務教育学校・中等教育学校）の長が
推薦し、準学士課程（本科）が入学者として求める
上記の人材像に適合する者を、調査書及び面接など
を総合して選抜します。

　国立高等専門学校は、社会が必要とす
る技術者を養成するため、中学校の卒業
生を受け入れ、5 年間の一貫教育を行っ
ています。
　卒業生には「準学士」の称号が付与さ
れ、専攻科（2 年間）へ進学や、大学の
3 年次へ編入することができます。また、
専攻科を修了すると大学改革支援・学位
授与機構の審査を経て、「学士（工学）」
の学位が授与されます。

「優れた技術者は、優れた人間でなければならない。」

1.  本校の教育理念に基づき、豊かな人間性と独創力、創造力を身に付けた実践的技術者を
養成する高等教育機関としての教育体制を維持し、科学技術の高度化及び社会問題・グ
ローバル化に対応し得る技術者を育成する。

2.  地域と連携し、地域に密着した学校運営を行う。また、地域から期待され、愛される学
生を育成し、社会から要請されている高等教育機関としての使命を果たす。

1.  工学の基礎知識を備え、倫理観を持ち、自ら問題を発見し、技術的知識・技能を駆使し
て問題を解決していくことができる実践的技術者

2.  幅広い教養を備え、社会、環境等の諸問題に自ら関心を示し、リーダーシップを発揮し
て積極的に社会に関わっていく人材

3.  文化の多様性を認識し、自ら諸外国との交わりに関心を抱き、国際社会に貢献できる人材

（ 2 ） 学力選抜
準学士課程（本科）が入学者として求める上記の人
材像に適合する者を、学力検査（理科、英語、数学、
国語、社会）の成績及び調査書などを総合して選抜
します。

入 学 選 抜 の 基 本 方 針

本　科
工学科
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上記により設定される各科目における達成度評価は、それぞれのシラバスに
基づき、試験、課題等を考慮して、100 点満点によって評価します。

（ 3 ）帰国子女特別選抜
出願資格を満たしている者で、準学士課程（本科）
が入学者として求める上記の人材像に適合する者を、
学力検査（理科、英語、数学）の成績、作文、調査
書及び面接などを総合して選抜します。

1 2 3
  ディプロマポリシー
ー 卒業の認定に関する方針 ー 

　自ら課題を発見し解決することができるよ
う主体的に学び、以下に示す能力等を身につ
け、所定の単位を修得した学生に対して卒業
を認定します。

１． 工学全般にわたる基礎学力、応用力及び
一般教養

２． エンジニアリングデザインの基盤となる
能力

３．社会のグローバル化に対応する能力
４．様々な人々との協働力

「高等専門学校」とその特色

2022年度入学生以後

カリキュラムポリシー
ー 教育課程の編成および実施に関する方針 ー 

１． 理数系及び人文社会系などのリベラルアーツ科目と、専
門共通科目、専門科目、データサイエンス科目、分野横
断科目、副専攻科目を授業科目として編成します。

２．実践的な問題解決型学習、アクティブラーニング、実験・
実習、卒業研究などを通じて、課題の発見能力、解決
能力及び論理的に表現する能力を育成する授業科目を
編成します。

３．異文化を理解し、コミュニケーション力を育成する授業
科目を編成します。

４．地域の文化を理解し、人間力を育成する授業科目を編成
します。

   アドミッションポリシー
ー 入学者の受入れに関する方針 ー

１．中学校での教育を修めた人、またはそれ
と同等な能力のある人

２．中学校などで学んだ数学及び理科に深い
理解力・応用力があり、英語でのコミュ
ニケーションに積極的な人

３．ものづくり、情報技術、その他の工学に
関連する技術や研究に興味を持っている
人、または工学を学んで地域や国際社会
の発展に役立ちたいと考えている人
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機
械
工
学
科

自動車やロボット等の各種機械の開発・設計ができ、それらを
作り出すために必要な製造・生産技術を駆使できる能力を身に
つけ、機械工学を社会との関連の中で捉えながら、技術革新に
対応できる実践的・創造的な技術者を養成する。

機械工学に関する設計、製作、計測など 
ものづくりに必要な知識・技術

機械工学に関する基礎的な知識・技術が修得できるよう、
基礎科目ならびに設計製図、工場実習、工学実験などの
実験、実習及び実技科目をバランス良く編成します。

ものづくり、プログラミングその他の機械工学に関連する
技術や研究に興味を持っている人、または機械工学を学
んで地域や国際社会の発展に役立ちたいと考えている人

電
気
電
子
工
学
科

電気及び電子工学の将来の進歩に対応して活躍できるよう、基
礎理論をしっかりと身につけ、環境との共生に配慮しつつ、電力・
電子・情報の各分野を包括して、電気電子システムを統合的に
構築できる実践的・創造的な技術者を養成する。

電気電子工学におけるエネルギー変換、エ
レクトロニクス及び情報通信に関わる各分
野の知識・技術

電気電子工学に関する基礎的な知識・技術を修得できる
よう、基礎科目ならびに電気電子工学実験、電気工事士
セミナー、電気電子製図などの実験、実習及び実技科目を
バランス良く編成します。

電子工作や実験が好きで、電気エネルギー、エレクトロニ
クス、情報通信など電気電子工学に関連する技術や研究
に興味を持っている人、または電気電子工学を学んで地域
や国際社会の発展に役立ちたいと考えている人

電
子
制
御
工
学
科

各種機械装置の自動化に対応できるメカトロニクス技術者の養成
を目的とし、その基盤となる機械、電気・電子、コンピュータや
制御に関する基礎的な工学技術や、これらを有機的に結びつけて
一つのシステムを構築できる総合力を身につけ、製品開発や設計、
生産技術の場で活躍できる実践的・創造的な技術者を養成する。

電子制御技術に関する機械工学分野、電気・
電子工学分野及び制御・情報工学分野の知
識・技術

機械工学、電気・電子工学及び制御・情報工学に関する
基礎的な知識・技術が修得できるよう、基礎科目ならびに
工学実験実習などの実験、実習及び実技科目をバランス
良く編成します。

機械装置やそれを動かすための電気・電子、制御・情報
工学に関連する技術や研究に興味を持っている人、または
電子制御工学（機械工学・電気電子工学）を学んで地域
や国際社会の発展に役立ちたいと考えている人

電
子
情
報
工
学
科

電子工学に関するハードウエア技術及び情報工学に関するソフ
トウエア技術に加え、コンピュータ科学に関する総合的技術を
有し、今日の高度情報社会で必要とされる幅広い技術分野に対
応できる実践的 • 創造的な技術者を養成する。

電気電子工学、情報工学に関するハードウェ
ア・ソフトウェアの知識・技術

電気電子工学及び情報工学に関する基礎的な知識・技術
を修得できるよう、基礎科目ならびに工学実験実習、情報
処理演習などの実験、実習及び実技科目をバランス良く編
成します。

ものづくり、プログラミングその他の電子情報工学（電気
電子工学・情報工学）に関連する技術や研究に興味を持っ
ている人、または電子情報工学を学んで地域や国際社会
の発展に役立ちたいと考えている人

環
境
都
市
工
学
科

環境にやさしい理想のまちづくりや、かけがえのない生活環境
を次世代に引き継ぐことを目指し、自然環境や社会環境に配慮
し、かつ安全にして文化的な生活が営まれるような社会基盤の
整備に当たる実践的・創造的な技術者を養成する。

環境都市工学（土木工学・建設工学・社会
システム工学）に関するまちづくり・社会基
盤デザインの知識・技術

環境都市工学に関する基礎的な知識・技術を修得できる
よう、基礎科目ならびに実験実習、設計製図などの実験、
実習及び実技科目をバランス良く編成します。

ものづくり、プログラミングその他の環境都市工学（土木
工学・建設工学・社会システム工学）に関連する技術や研
究に興味を持っている人、または環境都市工学を学んで地
域や国際社会の発展に役立ちたいと考えている人

（ 1 ）推薦選抜
出身中学校の長が学業成績及び人物ともに優れていると認
め、出願資格を満たして推薦し、準学士課程（本科）が入
学者として求める人材像に適合する者を、調査書ならびに推
薦書の評価、適性検査及び面接の結果を総合して選抜します。

「目的」と

3つの「ポリシー」

上記により設定される各科目における達成度評価は、それぞれのシラバスに基づき、
試験、課題等を考慮して、科目担当教員が 100 点満点によって評価します。

（ 2 ）学力選抜
準学士課程（本科）が入学者として求める人材像に
適合する者を、学力検査（理科、英語、数学、国語、
社会）の成績、調査書などを総合して選抜します。

本　科
5 学科

（ 3 ）帰国子女特別選抜
出願資格及び出願要件を満たしている者で、準学士
課程（本科）が入学者として求める人材像に適合す
る者を、学力検査（理科、英語、数学）の成績、作文、
面接及び調査書などを総合して選抜します。

1 2 3

各学科において身につけるべき能力 上記に加え、各学科のポリシーを以下に示します。
上記に加え、各学科のアドミッションポリシーを

以下に示します。

  ディプロマポリシー
ー 卒業の認定に関する方針 ー 

　目標とする人材像と各学科の人材養成上の目
的に即して、自ら問題を見つけ解決することが
できるよう主体的学習に取り組み、以下に示す
能力等を身につけ、所定の単位を修得した学生
に対して卒業を認定します。

１． 工学全般にわたる基礎学力、応用力及び人
文社会科学の素養

２． エンジニアリングデザインの基盤となる能力

３．グローバル化への対応能力

  カリキュラムポリシー
ー教育課程の編成および実施に関する方針 ー 

　ディプロマポリシーを達成するために、以下のカリキュ
ラムポリシーに則り、教育課程を編成します。

１． 理数系基礎科目及び人文社会系の教養科目を低学年
に、工学系科目を高学年に配置します。

２． 実践的な問題解決型学習、アクティブラーニングによ
る学習、実験実習、卒業研究などを通じて、課題の
発見能力、解決能力及び論理的に表現する能力を育
成する授業科目を編成します。

３． 異文化を理解し、コミュニケーション力を育成する授
業科目を編成します。

   アドミッションポリシー
ー 入学者の受入れに関する方針 ー

　準学士課程（本科）は、入学者として、目的を持ち
勉学に取組むことのできる、次のような人を広く求め
ます。

１．  中学校での教育を修めた人、またはそれと同等な
能力のある人

２．  中学校などで学んだ数学及び理科に深い理解力・
応用力があり、英語でのコミュニケーションに積
極的な人

教育上の目的

上記の求める人材を受け入れるため、以下の選抜を行います。

2021年度入学生以前

入 学 選 抜 の 基 本 方 針
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1 2 3

専攻科

■   JABEE 認定プログラム
　日本技術者教育認定機構（JABEE：Japan Accreditation Board for Engineering Education）
とは、高等教育機関で実施されている技術者教育プログラムが、社会の要求水準を満たしてい
るかを公平に評価するものであり、JABEE 審査を受け、水準を満たしていることが認定されれ
ば、その技術者教育プログラムは国際水準であると認められたことになります。本校では、平
成 17 年度に「産業システム工学」という技術者教育プログラムで JABEE 審査を受審し、工学（融
合複合・新領域）関連分野で認定され、このプログラムによる教育を実施しています。

「 産業システム工学」プログラムの概念
　本プログラムは、機械、電気電子、電子制御、電子情報、環境都市の各専門分野における基
礎知識や技術を修得した後、専攻科において、生産環境システムと電気情報システムの複合的
な分野における高度な専門教育を行うだけでなく、学外実習を通じて実践的な力を身に着け、
より高い専門性を発揮できる技術者を育成することを目標としています。

ディプロマポリシー
ー 修了の認定に関する方針 ー 

　目標とする人材像と各専攻の人材養成上の目的に即
して、自ら問題を見つけ解決することができるよう主
体的学習に取組み、以下に示す能力を身につけ、所定
の単位を修得した学生に対して修了を認定します。
１．理工学分野における、より専門性の高い知識・技術力
２． エンジニアリングデザインの基盤となる能力、チー

ムワーク力
３．グローバル化への高い対応能力

上記に加え、各専攻において身につけるべき能力を 
以下に示します。

カリキュラムポリシー
ー教育課程の編成および実施に関する方針 ー

　ディプロマポリシーを達成するために、以下のカリ
キュラムポリシーに則り、教育課程を編成します。
１． より専門性の高い知識・技術内容の修得を目的とし

て、理工学分野の科目を設定します。
２． 設計、開発における具体的な体験・学習を目的として、

学外での実習等の関連科目を設定します。
３． 学際的素養が身につくよう国際社会に通用する外国

語、歴史、技術者倫理等の科目を設定します。

上記ポリシーに加え、各専攻のポリシーを以下に示します。

アドミッションポリシー
ー入学者の受入れに関する方針ー※

　※生産環境システム専攻、電気情報システム専攻　共通
　本専攻は、入学者として次のような人を広く
求めます。

１．技術、科学及び語学の素養のある人
２．幅広い知識・技術の習得 に意欲のある人
３． 先導的技術者として産業界で活躍し、社会

に貢献する意思のある人

上記の専攻科が求める人材を受け入れるため、
以下の選抜を行います。

機械・電子制御、生産システム又は土木・都市環境
に関連する専門知識・技術をより深く修得・応用し、
知能機械装置、製造システム、社会基盤の整備等の
分野で開発・研究ができる実践的・創造的な技術者
を養成する。

機械・電子制御、生産システムまたは土木・都市環境
に関連するより深い専門知識・技術力及び知能機械装
置、製造システム、社会基盤の整備等の幅広い分野に
柔軟に対応できる能力

より高度な幅広い技術内容を修得するために、生産・建
設システム関連科目、材料・設計関連科目及びエネル
ギー・環境システム関連科目を設定します。

エレクトロニクス、情報通信、電力に関連する専門
知識・技術をより深く修得・応用し、電気電子機器、
電子デバイス、電子通信システム、計算機・情報シ
ステム等の分野で開発・研究ができる実践的・創造
的な技術者を養成する。

エレクトロニクス、情報通信、電力に関連するより深
い専門知識・技術力及び電気電子機器、電子デバイス、
電子通信システム、計算機・情報システム等の幅広い
分野に柔軟に対応できる能力

より高度な幅広い技術内容を修得するために、電気・情
報・生産システム関連科目及びエネルギー関連科目を設
定します。

上記ポリシーに加えて、先端テクノロジーの基盤とな
る諸学問、各種技術に関する知識、開設されたコース
に関連する分野に対する俯瞰的視野と専門知識、技術
開発の実行能力

専門分野の理論的背景を強化する専門強化科目群、技術
開発に必要な境界分野の専門知識・俯瞰力を高める展開
力強化科目群、実践力・応用力を強化する実践力強化科
目群を設定します。併せて、技術者としての基礎を強化
する教養科目群を設定します。

（ 1 ）推薦選抜
　出身高等専門学校の長が学業成績及び人物と
もに優れていると認め推薦し、専攻科が入学者
として求める人材像に適合する者を、面接及び
調査書を総合して選抜します。

（ 2 ）学力選抜
　専攻科が入学者として求める人材像に適合す
る者を、学力試験（数学、英語能力）、面接及び
調査書を総合して選抜します。

（ 3 ）社会人特別選抜
　高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力を有
する者で、所属する企業等の所属長の推薦を得た者
のうち、専攻科が入学者として求める人材像に適合
する者を、面接（専門科目に関する口頭試問を含む）
及び調査書を総合して選抜します。

上記により設定される各科目における達成度評価は、それぞれのシラバスに基
づき、試験、課題等を考慮して、科目担当教員が 100 点満点によって評価します。

教育上の「目的」と

3つの「ポリシー」

■   高等専門学校機関別認証評価　
　高等教育機関は、教育研究水準の向上に資するため、教育研究活動の総合的な状況に関す
る評価を受けることが義務づけられています。高専の場合の認証評価機関は大学改革支援・
学位授与機構です。評価基準は、「教育の内部質保証システム」「教育組織及び教員・教育支
援者等」等の８つの項目と、「研究活動の状況」等の２つの選択的基準項目があり、自己評価
書及び訪問調査を総合して評価されます。本校はこれまでに 3 回の評価を受け、「全ての評価
基準を満たしている」ことが認められています。

連
携
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

教育上の目的

生
産
環
境

シ
ス
テ
ム

　
　
専
攻

電
気
情
報

シ
ス
テ
ム

　
　
専
攻
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電気電子工学科

　電気電子工学科で
は、電力工学・電子工
学・情報工学の基礎知
識を学びます。これら
は、電気自動や生活情
報家電の開発・設計に
必要な分野であり、バ
ランスよく学習できるよ
うにカリキュラムを組んでいます。低学年から実験・実習
を行っており、はんだづけや電気工事士の実技実習、マ
イコン応用製品の設計・製作をする創造工学実験をします。

電子制御工学科

　電子制御工学科で
は、機械工学、電気
電子工学、制御情報
工学の 3 つの分野を
学びます。機械工学
としては、機械システ
ムを設計・開発する
ための知識と技術を
学びます。電気電子
工学としては、機械を
動かすために必要な電気および電子回路を学びま
す。制御情報工学として、メカトロニクス機器を動
かすための知識と技術を学びます。

電子情報工学科

　電子情報工学科で
は、コンピュータの理
解に努めるとともに、そ
れを使う技術を学びま
す。 電 子・ 情 報・ 通
信の環境に適した方法
で、コンピュータに新
たな機能を付加する技

術を学びます。さらに、コンピュータを中心としたシステム
を構築ができる能力を身につけます。こうした教育により、
現代の急速な発展に対応できる技術者を目指します。

環境都市工学科

　環境都市工学科では、構造・水理・土質・都市
計画といった基礎科目、および材料・施工といっ
た展開科目を学び、実験や実習によって実践力を
身につけます。社会基盤の整備や環境に配慮した
まちづくりのでき
る技術者を目指し
ます。資格として
は、測量士 補が
卒業時に申請の
みで取得でき、土
木施工管理技士
や二級建築士は
卒業後に受験資
格が得られます。

　工学科には情報エレクトロニクス系、機械ロボティクス系、都市デザ
イン系の 3 つの系を設置し、学生は 2 年次進級時に主専攻とする系を選
択します。系の選択にあたっては、1年次の「ものづくり基礎工学」に
おいて、どの分野でも必要となる工学の基礎的内容を学びながら、複数
回の希望調査や教員との面談を行います。そのため、学生は入学時に主
専攻を決める必要はなく、基礎的内容をしっかり学んだ後に選択するこ
とができます。
　分野横断的に幅広い知識を修得するカリキュラムを設定し、スペシャ
リストとジェネラリストを兼ね備えた人材を育成します。

機械工学科

　 機 械 工 学 科 で は、
機械を開発・設計す
るために必要な知識と
加工技術を学びます。
1 年 次から加 工 の 基
礎を学び、機械加工
機を用いた実習をしま
す。製図では、手書き
から始めて 4 年次に 3 次元 CAD を使用します。これらの
教育を基礎に、4 年次に創造工学実習をします。この実習
では、小グループでロボットを製作し創造力とリーダーシッ
プを育成します。

機械ロボティクス系

　機械ロボティクス系では、自動車やロ
ボット等の機械システムを開発・設計す
るために必要な機械工学、制御工学等
を学びます。
　機械工学を中心に、基礎知識、機械
加工技術を身に付けた上で、より専門
的な学びを深めます。また機械工学・
電気電子工学・情報工学の 3 分野を学
び、総合的な視点でメカトロニクス技術
に強い技術者を目指します。基礎から
応用まで実践的な実験や実習を通じて、
実践的技術者を育成しています。

M R
都市デザイン系

　都市デザイン系では、安全で文化的
な生活を営むための社会基盤の整備、
環境を考慮したまちづくりに取り組むこ
とができる技術者の育成を目指していま
す。基礎科目、基礎展開科目、実技系
科目を学ぶことで、自然災害に対する
地域防災や環境問題をはじめとする幅
広い知識や見識を身につけます。
　卒業時に測量士補の資格を申請でき
るほか、土木施工管理技士、二級建築
士などは諸条件を満たせば卒業後に受
験資格を得られます。

C E
情報エレクトロニクス系

　情報エレクトロニクス系では、情報エ
レクトロニクス分野の技術者を育成する
ことを目的としています。ソフトウェアや
情報セキュリティなどの情報分野と、電
気エネルギや情報ネットワーク、エレク
トロニクス技術などを幅広く学びます。
　2 年次ではプログラミング言語や電
気回路といった、情報・電気分野の基
礎科目と実験・実習を共通で学びます。
3 年次では電気コースと情報コースに
別れ、専門性に特化したカリキュラムを
3 年間学びます。

I E

■   リベラルアーツ教育院
　リベラルアーツ教育院は、社会で生き抜くための土台となる「人間力」――豊かな
教養と知識、創造性、未来を見通す視野、発信力――を身に付けるための実践的な教
養教育を全学年にわたって行います。

　具体的には 1 年次で受講する ZUKUDASE ゼミ
で、少人数制ゼミ形式で興味のあるテーマを探求
し想像力を養います。
　2 年次で始まる、ネイティブ教員による少人数制英会話授業や海外研修、高学年での
英語によるプレゼンテーション科目などの授業を通してグローバルマインドを育成しま
す。また、海外に目を向けるばかりではなく、高学年で開講される「長野学」では、長野
県の歴史や文化に関する講義や、ウインタースポーツ実習などを選択することができ、地
域に根差した教育を行います。

工学科工学科
2022年度入学生以後

i n t r o d u c t i o n
5 学科5 学科

2021年度入学生以前
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　専攻科は高専本科卒業までの５年間の専門基礎教育を発展させ、より高度で幅広い知識を持っ
た技術者の育成を行う２年間の教育課程です。本校専攻科には、生産環境システム専攻と電気
情報システム専攻の２専攻があります。本科で学士同等以上の学力を身に付けた学生が学ぶ場
であることから、その内容は大学院修士課程と同等の専門技術教育も含まれています。また、本
科４年から始まる JABEE 認定の「産業システム工学プログラム」 を修了する課程でもあります。
認定プログラム修了生は、国家資格である技術士の第一次試験が免除されます。
　本校専攻科は、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構より特例適用専攻科に認定されて
いるため、修了することによって学位（学士（工学））が授与されます。
　また、令和２年度より豊橋技術科学大学の先端融合テクノロジー連携教育プログラムに参画し
ています。連携教育プログラム履修者は、豊橋技術科学大学と本校専攻科の双方に在籍し、１年
次は主に本校専攻科で、２年次は主に豊橋技術科学大学で学びます。それぞれの課程を修了す
ることにより、豊橋技術科学大学の卒業証書（学士の学位記）並びに本校専攻科の修了証書が
交付されます。
　専攻科修了後の進路としては、企業の研究・開発・技術部門への就職、国公立大学の大学院
への進学などが挙げられます。
 

❶  図書館
　図書館は、教育、研究、学習、進学・就職準備等のための総合メディ
アセンターです。平成 22 年度に耐震改修を行い、より快適な空間と
なりました。地域に開かれた図書館として、一般開放も行っております。
■ 施設・設備
　閲覧室面積 : 580㎡、閲覧座席 102 席、パソコン 4 台、グループワー
ク室、AV ブース  1 ブース（Blu-ray 1 台、VHS ビデオ 1 台）

■ 蔵書・資料等
　8 万冊以上の蔵書があります。オンライン目録（OPAC）で図書や
資料を検索できます。

❷  地域共同テクノセンター
　地域共同テクノセンターは、地域の企業との連携事業を促進するために、平成 12 年 4 月に

設立されました。企業との共同事業や共同研究、起業化事業
などを支援するため、「長野高専技術振興会」や「長野県産
業振興機構」など諸団体と連携して活動しています。
　センター内には技術相談室があり、企業からの技術相談に、
生産技術や電子情報技術、社会基盤技術などの分野に精通し
た教職員及びコーディネーターが対応します。また奨学寄附
金や共同研究、受託研究などへの案内も行っています。

❸  情報教育センター
　情報教育センターは、情報化社会において活躍できる技術者を育てる目的のため、昭和 49 
年 2 月に電子計算機センターとして開設されました。その後、平成 6 年 4 月に情報教育セン
ターに改称され、現在に至っています。
　学生の情報教育活動に利用されているほか学内の情報インフラを推進するための役割も
担っており、校内ネットワークの管理運用を行っております。

❹  技術教育センター　
　技術教育センターは、ものづくり教育および研究活動の充
実発展を図り、併せて地域社会に貢献することを目的として、
平成 10 年に学内共同利用施設として設立されました。現在
も継続的に設備の更新を行っています。
　ものづくりの基本となる工作実習などに対応できる多様な
工作機械を準備し、独創的で様々な場面に対応できる技術者
を育てる教育に取り組んでいます。

❺ 福利厚生施設・学生相談室
　１階には、学校食堂及び売店があります。２階には、保健室、学生相談室、課外活動共
用室があり、学生の福利に利用されています。
　福利施設２階にある学生相談室では、学生生活を送る上で生じるさまざまな障害、トラ
ブル、悩みの相談に、専門スタッフ（カウンセラー、スクールソーシャルワーカー、看護
師、教員等）が対応し、充実した学生生活をトータルでサポートします。

電気情報システム専攻

　エレクトロニクス、情報通信、電力に関連する
専門知識・技術をより深く修得・応用し、電気電
子機器、電子デバイス、電子通信システム、計算機・
情報システム等の分野で開発・研究ができる実践
的・創造的な技術者の養成を目的としています。

生産環境システム専攻

　機械、電子制御、生産システムまたは土木・都
市環境に関連する専門知識・技術をより深く修得・
応用し、知能機械装置、製造システム、社会基盤
の整備等の分野で開発・研究ができる実践的・創
造的な技術者の養成を目的としています。

専攻科
施 設 紹 介

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　長野高専専攻科では、全国の大学・高専の中でもほとんど例を見ない 14 週間にわたる学外実習を必
修科目として実施しています。専攻科の学生は、１年次後期に、主として長野県内の企業や官公庁などで
実習に取組みます。学外実習では、技術的な内容を長期にわたって学びながら体験することにより、実
践的な力が養われると共に、高専内部では学び難いことも習得できます。
　この 14 週間にわたる学外実習は、平成 16・17 年度の文部科学省の「現代的教育ニーズ取組支援プ
ログラム（現代 GP）」に採択されるなど、高い評価を受けています。

　２年間にわたり特別研究担当教員のもとで、独創的な研究開発に取組み、研究成果を国内外問わず積
極的に発表しています。また学外実習において、その実習先との共同研究を行う事例も増えてきています。

学外実習

特別研究
Ⅰ・Ⅱ
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❻ 学生寮
　学生寮（教育寮）は、自宅から通学することが困難な学生のために、キャンパス内に設置されています。
　現在、男子寮５棟・女子寮１棟・男女寮（フロア別）１棟・国際寮１棟があります。各棟には談話室が、また各フロアには電子
レンジや IH 調理器を備えた補食室があり、別棟には食堂と浴室（女子寮は最上階）があります。

● 国際交流センター
　国際交流センターは、グローバル化の進展に伴い、ますます関係を深めるアジア諸国
を始め、世界各国の教育機関との交流を通じ、学生・教職員の国際的センスの更なる涵
養をめざすとともに、文化の多様性を認識し、自ら諸外国との交わりに関心を抱き、国
際的に活躍する人材の育成を目的に平成 26 年４月に設置されました。

● タイ協働センター
　タイ協働センターは、長野高専が「国立高等専門学校機構日本型高専教育モデ
ルの海外展開事業」において協力支援幹事校に依頼されたことを受け、平成 29 年
7 月に設置されました。タイ王国のテクニカルカレッジ 2 校 ( チョンブリ・スラ 
ナリ ) 内に設置されたプレミアムコース ( 5 年制 ) の学生・教員への教育支援を実施して
います。

● グローバルエンジニア育成センター
　グローバルエンジニア育成センターは、本校学生が将来国際社会で活躍できるエンジ
ニアになることを目標に、キャンパス内のグローバル化・学生のコミュニケーション力
アップを目指して令和 2 年 4 月に設置されました。活動の拠点は令和 2 年 4 月に新設さ
れたグローバルラウンジです。

●ソーシャルイノベーション・サポートセンター　
　ソーシャルイノベーション・サポートセンターは、起業家マインド醸成や社会課題解決等に向けた学生の活動を支援する組織
です。センターは活動支援だけでなく試作や評価ができるラボも備えており、ラボは令和 5 年度に順次整備される予定です。

● 高速信号伝送評価センター
　高速信号伝送評価センターは、Beyond 5G/6G 時代で求められる 100GHz までの信号
伝送評価や電磁材料測定装置、機械的な構造や欠陥を測定するための CT-Scan やレー
ザー顕微鏡が設置されています。センター設備を広く利用していただける他、共同研究
を通して地域産業を支援します。

■     学生会・部活動・同好会     ■     
　学生会は、全学生が構成員となり学校生活をより楽しく、充実したものにするために、組織されています。学生総会など定例
的な行事に加え、スポーツ大会や季節のイベントなど、学生が楽しめる企画も積極的に行っています。

■     寮生会     ■
　寮生会は、自発的な活動を通じて寮生同士の親睦を深め、学校の指導のもとで自主的な共同生活を目指す、学生の組織です。
寮の運営は寮生会が主体となって行い、寮の環境や秩序の維持に努めています。雄風寮寮生会と清風寮寮生会が組織され、全て
の寮生が構成員となっています。

■     後援会     ■
　長野高専後援会は、学生の保護者全員が会員となり、学生の
スポーツ活動・文化活動・学校行事等の支援を行い、学生が充
実した高専生活をおくれるよう支援をしていくことを目的とし
ています。右図のように、14 の支部があります。

■     同窓会     ■
　長野高専同窓会は、会員相互の親睦と連絡をはかり母校の発
展に寄与することを目的に設立されました。卒業生および在校
生に対して同窓会総会の開催や、同窓会だよりの発行、文化祭
への協力、大会出場・卒業アルバム作成に対する補助等の事業
を実施しています。

■     技術振興会     ■
　長野高専技術振興会は、長野県内の企業・団体関係者により平成 13 年に設立されました。令和元年度に一般社団法人となり、
現在は 400 以上の会員を持つ団体に成長しています。
　長野高専の教育・研究活動に協力するとともに、その成果を地域産業界との連携・交流に活かして相互の発展に努めています。　
さらに長野高専地域共同テクノセンターと連携して、長野県内外で産業技術の振興を図り、地域社会の発展に貢献するための事
業を展開しています。

須高支部
須坂市、上高井郡

更埴支部
千曲市、埴科郡

上小支部
上田市、東御市、小県郡

佐久支部
小諸市、佐久市、北佐久郡
南佐久郡

大北支部
大町市、北安曇郡

専攻科支部 専攻科
長野支部
長野市
上水内郡（小川村）

上水支部
上水内郡
（信濃町、飯綱町）

岳南支部
中野市
下高井郡（山ノ内町）

飯水岳北支部
飯山市
下水内郡、下高井郡
（木島平村、野沢温泉村）

諏訪支部
諏訪市、岡谷市
茅野市、諏訪郡

飯下支部
飯田市、下伊那郡

松本支部
松本市、塩尻市
安曇野市、東筑摩郡
木曽郡

上伊那支部
伊那市、駒ヶ根市
上伊那郡

5 号館

浴室

多目的施設

弓道場

1号館

2号館
3号館

4号館

6号館 9号館

8号館
7号館

食堂

第一体育館

武道館
電子情報工学科棟

駐車場駐輪場

管理・一般校舎

図書館

福利施設
電気電子工学科棟

機械工学科棟

中庭
環境都市工学科棟

地域共同
テクノセンター

技術教育センター
第一工場

技術教育センター
第二工場

情報教育センター

電子制御工学科棟

専攻科棟

スパナ池

グラウンド

第二体育館

テニスコート

❻

❶

❸
❹

❺

❷

c a m p u s
m a p雄風寮（男子寮） 清風寮（女子寮） 桜風寮（国際寮）

【後援会支部区域】
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所　    在　    地　〒381-8550 長野市大字徳間 716
総務課総務企画係　TEL026-295-7003　FAX026-295-4356
学生課教務係　TEL026-295-7017　FAX026-295-4950
ホームページ    https://www.nagano-nct.ac.jp/
メールアドレス   （総務企画係） shomu@nagano-nct.ac.jp

独立行政法人国立高等専門学校機構

長野工業高等専門学校

A C C E S S  M A P

長野駅より8 km、車で約20分
上信越自動車道須坂長野東ICから車で約20分

長野駅善光寺口駅前広場⑥のりばで、長電バス「宇木・三
才駅・市民病院経由柳原行き」、 または「檀田・三才駅経由
柳原行き」乗車（約30 分）、「高専」で下車
しなの鉄道北しなの線「三才駅」下車徒歩約15 分

National Institute of Technology (KOSEN), Nagano College

バス

電車

東北中学校古里小学校

至上越三才駅
三才駅

市立長野中学校・高校

直江津・
飯山方面

徳間小学校

平安堂

村山橋

屋島橋

信濃吉田駅長野
高校

信州大学
教育学部

善光寺

長野電
鉄

北陸
新幹
線

しな
の鉄
道

県庁

至松本

北長野駅

長野駅

ツルヤ

しんきん

市役所

エムウェーブ

長野東
郵便局

朝陽駅

南長池

柳原北

大町徳間東

稲田一丁目

湯谷小学校西

平林

運動公園南入口

市役所前駅

運動公園
至須坂

至須坂
長野東IC至上田

長野高専

正門

デイリー
ストア

蔦屋
書店

長野高専前

長野高専西

徳間東
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昭和38年 3 月31日 長野工業高等専門学校設置

4 月 1 日 長野工業高等専門学校（機械工学科、電気工学科）開校

昭和42年 4 月 1 日 土木工学科設置

昭和49年 2 月20日 電子計算機センター設置

昭和53年 4 月 1 日 機械工学科に機械工学コースと電子機械工学コースを設置

平成元年 4 月 1 日 電子情報工学科設置

平成 4 年 4 月 1 日 機械工学科各コースを機械工学科と電子制御工学科に改組

平成 6 年 4 月 1 日 土木工学科を環境都市工学科に改組

平成10年 4 月 1 日 技術教育センター設置

平成12年 4 月 1 日 地域共同テクノセンター設置

平成15年 4 月 1 日 専攻科（生産環境システム専攻、電気情報システム専攻）設置

平成17年 4 月 1 日 電気工学科を電気電子工学科に改称

令和 4 年 4 月 1 日 機械工学科・電気電子工学科・電子制御工学科・電子情報工学科・環境都市工学科の5学科を工学科の1学科に
改組
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役職員

情報エレクトロニクス系
職　位 学　位 氏　名 専門分野 研究キーワード
教授 工学修士 鈴木　　宏 信号処理／教育工学 時変信号／スペクトル解析／教育工学／e-Learning
教授 博士（工学） 楡井　雅巳 電気機器工学 電磁アクチュエータ／磁気センサ／電磁界解析有限要素法／多変量解析
教授 工学修士 古川万寿夫 電気電子工学／情報工学 教育工学／福祉機器開発／組み込みシステム
教授 博士（学術） 西村　　治 宇宙物理学 中性子星／輻射輸送／数値解析
教授 博士（工学） 柄澤　孝一 アンテナ工学／磁気工学 平面アンテナ／5G／QZSS／自動運転／パラメトリック磁気センサ
教授 博士（工学） 藤澤　義範 福祉工学／ネットワーク工学 聴覚・視覚障害／学習支援機器／サイバーセキュリティ／暗号
教授 博士（工学） 渡辺　誠一 計測工学／磁気工学 センサ／鉄道計測／磁気計測／スポーツ計測／e-learning
教授 博士（理学） 伊藤　祥一 福祉工学／理論物理学 障害者支援機器／点字／ウェアラブルデバイス
教授 博士（工学） 春日　貴志 環境電磁工学／電磁波伝搬 EMC ／ FDTD 法／プリント回路基板／水中内電波伝搬
教授 博士（工学） 芦田　和毅 パターン認識 文字認識／数式認識／文字抽出
准教授 理学士 大矢　健一 音楽情報科学 楽音合成

准教授 博士（工学） 秋山　正弘 半導体工学／集積回路工学 集積回路／イメージセンサ／アバランシェフォトダイオード／分光器／演
算増幅器

准教授 博士（工学） 藤田　　悠 符号理論／ソフトウェア工学 誤り訂正符号／ソフトウェアドキュメンテーション
准教授 博士（工学） 百瀬　成空 電気電子材料／太陽電池工学 薄膜太陽電池／電子デバイス／化合物半導体／薄膜の作製と評価
准教授 博士（理工学） 力丸　彩奈 知覚情報処理 機械学習／深層学習／画像・動画解析

講師 博士（工学） 富岡　雅弘 生体工学／環境電磁工学 ヒューマンインタフェース／モーションキャプチャ／手指巧緻動作／EMC／
FDTD法／炭素材料

助教 博士（工学） 姜　　天水 炭素材料工学 カーボンナノチューブ／活性炭／構造・物性解析／分散液／蓄電デバイス
助教 博士（理学） 斎藤　栄輔 放射線物理／信号処理 放射線検出器／線量測定／プラスチックシンチレータの作製と評価
助教 修士（工学） 原　　貴之 光工学／計算機システム ホログラフィ／3次元画像工学／FPGA
教授

（嘱託） 博士（工学） 押田　京一 炭素材料工学／画像処理 画像処理の応用／炭素材料の電子機能性／組織・構造解析／光学顕微
鏡／電子顕微鏡

機械ロボティクス系
職　位 学　位 氏　名 専門分野 研究キーワード
教授 博士（医学） 小野　伸幸 計測・制御技術 生体計測／産業用システム開発
教授 博士（工学） 堀口　勝三 材料システム評価学 機械材料・材料力学／破壊・変形／機械的特性／極低温／電磁場
教授 博士（工学） 田中　秀登 電圧素子応用 圧電素子／アクチュエータ／センサ
教授 博士（工学） 岡田　　学 機械要素／機械計測／精密加工 ねじ締結／送りねじ／ねじ加工／自動車／超音波振動

教授 博士（工学） 宮下　大輔 繊維機械／機械力学／ロボット
工学 自動化／振動／繊維機械／騒音／工学教育

専任教員一覧

校長　　　　　　　 江﨑　尚和

副校長（教務主事） 濵口　直樹

副校長（学生主事） 渡辺　誠一

副校長（寮務主事） 松下　英次

副校長（専攻科長） 藤澤　義範

副校長（総務主事） 楡井　雅巳

副校長（研究主事） 小野　伸幸

副校長（事務部長） 鹿又　仁郎

総務課長 森田　智士

学生課長 中嶋　広隆

教職員数
※（　　）書き　うち女性数 （令和5年5月1日現在）

所属　＼　区分 職　位 計校長 教授 准教授 講師 助教 嘱託教授 職員
校　　　長 1 1

工
学
科

情報エレクトロニクス系 10 5 (1) 1 3 1 20 (1)
機械ロボティクス系 6 12 (2) 1 1 20 (2)

都市デザイン系 7 (1) 3 1 10 (1)
リベラルアーツ教育院 10 12 (4) 1 (1) 2 25 (5)

事　務　部 36 (15) 36 (15)
技術支援部 15 (2) 15 (2)

合　　　　計 1 33 (1) 31 (7) 1 (1) 6 (1) 4 51 (17) 127 (26)
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教授 博士（工学） 中山　英俊 磁気工学 磁気工学／マイクロ波デバイス／高周波磁気応用
准教授 修士（工学） 中島　隆行 制御工学 計測システム／ CT 計測
准教授 博士（工学） 網谷　健児 材料工学／非平衡物質工学 アモルファス金属／金属ガラス／急冷凝固／軟磁性材料／耐食材料
准教授 修士（工学） 北山　光也 計算力学／材料力学 有限要素法／CAE ／ CAD ／逆問題／ニューラルネットワーク

准教授 博士（工学） 宮﨑　　忠 材料工学／塑性加工学 アルミニウム合金／衝撃工学／エネルギー吸収／高エネルギー速度加
工／電磁シーム溶接

准教授 博士（工学） 小林　裕介 メカトロニクス／福祉機器 福祉機器／自動化／メカトロニクス／ロボット工学
准教授 博士（工学） 栁澤　憲史 トライボロジー／機械加工学 表面加工／機械的界面／固体潤滑材／信頼性評価／最適設計
准教授 博士（工学） 山岸　郷志 材料力学／破壊力学／材料工学 高温材料／複合材料／木質材料／蓄熱システム
准教授 博士（工学） 花岡　大生 特殊加工 放電加工／補助電極法／絶縁性材料精密加工
准教授 博士（工学） 相馬　顕子 伝熱工学／流体力学 省エネルギー／脈動流／流体抵抗／強制対流熱伝達／流れの可視化

准教授 博士（工学） 門脇　　廉 機械力学／バイオメカニクス／食
品工学／人間工学 非破壊検査／振動解析／食感評価／信号処理

准教授 博士（工学） 召田　優子 衣服シミュレーション 仮想立体裁断／モーションキャプチャ／布モデル操作
准教授 博士（工学） 山田　大将 プラズマ応用 低温大気圧プラズマ／プラズマ特性計測／表面処理
助教 博士（工学） 中村　尚誉  塑性加工学 板材成形／3Dプリンティング
教授

（嘱託） 博士（工学） 長坂　明彦 材料強度学／材料加工学 水素脆性／プレス加工／機械的性質 ／スポット溶接／自動車用材料／
TRIP 鋼

都市デザイン系
職　位 学　位 氏　名 専門分野 研究キーワード

教授 博士（工学） 栁澤　吉保 交通工学／都市計画 多核連携都市形成／地区交通計画／歩行者行動／公共交通／都市防
災／交通ネットワーク信頼性

教授 博士（工学） 遠藤　典男 コンクリート工学／構造工学 コンクリート／ポーラスコンクリート／補修・補強／構造解析
教授 博士（工学） 古本　吉倫 地震工学／地震防災 地震動予測／地盤震動解析／震度ハザード／耐震設計

教授 博士（工学） 西川　嘉雄 建築音響／建築環境 室内音響／音声伝送／遮音材料／騒音振動制御／環境心理／温熱環
境／省エネ・断熱評価

教授 博士（工学） 浅野　憲哉 衛生工学／上下水道／環境保
全工学 バイオマス／嫌気性消化／食品加工排水処理

教授 博士（工学） 松下　英次 地盤工学／土質力学 地盤調査／土のせん断特性／土の圧密特性／液状化／ドローン
教授 博士（工学） 酒井　美月 水環境工学／河川工学 環境動態解析／有機汚染物質／河川環境／河川防災

准教授 博士（工学） 轟　　直希 交通計画／土木計画 中心市街地活性化／交通行動分析／公共交通／地域計画
准教授 博士（工学） 奥山　雄介 橋梁工学／構造工学 鋼構造／補修・補強／ FRP／維持管理
助教 修士（工学） 大原　涼平 コンクリート工学／構造工学 コンクリート／物質移動解析／維持管理　

リベラルアーツ教育院
職　位 学　位 氏　名 専門分野 研究キーワード
教授 博士（理学） 大西　浩次 天体物理学／物理学 重力レンズ／マイクロレンズ／太陽系外惑星探査／天文教育／科学教育
教授 博士（文学） 久保田和男 東洋史学 宋遼金史／比較都城史／中国のユダヤ人

教授 博士（文学） 小池　博明 国文学（平安時代の和歌）／国
語表現論 和歌／助詞／助動詞／構文／場面／意図

教授 博士（理学） 板屋　智之 コロイド化学／高分子化学 金属錯体液晶／高分子錯体／炭素材料／超分子
教授 博士（理学） 濵口　直樹 代数学／数学教育 環論／微分作用素／歪多項式環／数学教育
教授 修士（教育学） 児玉　英樹 スポーツ心理学／スポーツ方法学 運動制御／運動学習／バスケットボール／シュートの投方向／古武術の応用
教授 博士（数理学） 林本　厚志 多変数関数論／ CR 幾何学 CR 多様体／ CR 同値問題／鏡像原理／セグレ写像

教授 修士（文学） 冨永　和元 アメリカ文学・文化 アメリカ・ルネッサンス／ピューリタニズム／アメリカ超絶主義思想／自
然／民主主義

教授 修士（教育学） 高桑　　潤 応用言語学 文の理解と産出
教授 博士（理学） 奥村　紀浩 原子核物理／理科教育 原子核反応／天然放射線／放射線検出／科学おもちゃ

准教授 博士（理学） 平戸　良弘 位相幾何学 ホモトピー群／戸田の括弧／有理ホモトピー論
准教授 博士（文学） 小宮山真美子 アメリカ文学・文化 19世紀アメリカ文学／文学理論／表象文化／記憶
准教授 修士（国際法） 山﨑　真紀 英語教育学 英語教授法／教材研究／異文化理解

准教授 修士（教育学） 井浦　　徹 体育科教育／野外教育 体育授業実践／ボール運動の教材／チームビルディング／キャンプ／ア
ウトドアスポーツ

准教授 博士（工学） 柳沼　　晋 表面物理／ナノサイエンス 金属ナノ構造／ビスマス／アモルファス／プラズモニクス

准教授 博士（教育学） 赤瀬　正樹 人文学／言語学／外国語教育 コミュニケーション／第二言語習得／語彙習得／学習方略／情意要因／
教材開発

准教授 博士（歴史学） 二星　　潤 日本史／古代史／教育史 社会史／文化史／学校
准教授 博士(理学) 西信　洋和 位相幾何学／代数幾何学 ホモトピー論／有理ホモトピー論
准教授 博士（理学） 小原　大樹 代数学 環論／表現論／ホモロジー
准教授 Ph.D.（工学） 滝沢　善洋 炭素材料工学／材料工学 炭素材料／複合材料／逆浸透膜
准教授 博士（文学） 牧　　千夏 日本近代文学 宮沢賢治／農民文学／産業組合

特命 
准教授

修士 
（英語教授法）

Kent  
Kristofer  
James

Linguistics,  
Second Language Acquisition,  
Bilingual Education,  
Dual Language Instruction

Expression and Communication,Academic writing, English presentation,  
English four skills development, Vocabulary acquisition, English literature, 
Liberal Arts

准教授 博士（文学） 嶋﨑　太一 哲学／倫理学 カント哲学／倫理教育／技術者倫理
助教 修士（教育学） 金田　華実 スポーツ社会学 地域スポーツ／プロスポーツ／陸上競技
教授

（嘱託） 博士（工学） 佐久間敏幸 誘電体薄膜／電子デバイス 薄膜／強誘電体／半導体／集積回路

教授
（嘱託） 博士（工学） 小林　茂樹 代数学／数学教育 有限体／既約多項式／数学教育
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令和５年度１年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

必　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

基礎国語Ⅰ 2 2
基礎国語Ⅱ 2 2
応用国語 2 2

〇 実践国語 2 2
地理総合 2 2
歴史総合 2 2
公共 1 1

〇 倫理学 2 2
基礎数学A 2 2
基礎数学B 4 4
微分積分Ⅰ 4 4
線形代数Ⅰ 2 2
線形代数Ⅱ 1 1
微分積分ⅡA 2 2
微分積分ⅡB 1 1
確率統計Ⅰ 1 1
ベーシックサイエンスラボ 1 1
化学Ⅰ 2 2
化学Ⅱ 2 2
物理Ⅰ 2 2
物理Ⅱ 2 2

〇 地球科学(長野学） 2 2
グローバルエンジニア基礎演習Ⅰ 1 1
グローバルエンジニア基礎演習Ⅱ 2 2
総合英語Ⅰ 4 4
コミュニカティブ・グラマーⅠ 1 1
総合英語Ⅱ 4 4
コミュニカティブ・グラマーⅡ 2 2
総合英語Ⅲ 2 2

〇 Expressing Opinions 2 2
保健体育Ⅰ 2 2
ウェルネス・アウトドア 1 1
保健体育Ⅱ 2 2
保健体育Ⅲ 2 2
スポーツⅠ 1 1
スポーツⅡ 1 1
ZUKUDASEゼミ 1 1
芸術 1 1
日本語 2 2
日本事情 2 2

〇 日本語コミュニケーション・スキル 2 2
開設単位数合計 78 23 23 20 9 3

必　
修　
選　
択

〇 長野・信濃と文学(長野学） 2 2
〇 アジアの中の長野(長野学） 2 2
〇 象山学(長野学） 2 2
〇 長野の思想（長野学） 2 2
〇 信濃の美術(長野学） 2 2

アウトドア演習（長野学） 1 1
〇 東洋史 2 2
〇 社会哲学 2 2
〇 日本社会史 2 2
〇 法学 2 2
〇 国際経済学 2 2

ウインタースポーツ（長野学） 1 1
開設単位数合計 22 22

選　
択

〇 数学特論 2 2
〇 中国語 2 2
〇 ハングル 2 2
〇 実践英語 2 2

〇印は学修単位科目

令和５年度１年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

必　
　
　
修　

共
通
専
門
科
目

ものづくり基礎工学 2 2
ものづくり基礎実験 2 2
エンジニアリングデザイン入門 1 1

〇 ベクトル解析 2 2
応用物理Ⅰ 1 1
サイエンスラボ 1 1

〇 応用物理Ⅱ 2 2
エンジニアリングデザイン実践 4 4
卒業研究 8 8

デ
ー
タ
サ
イ
エン
ス
科
目

情報リテラシー 1 1
情報処理入門 1 1
ネットワーク基礎 1 1

〇 データサイエンス入門 2 2
開設単位数合計 28 5 2 1 12 8

選　
　
　
択

共
通
専
門
科
目

〇 フーリエ解析 2 2
〇 複素関数論 2 2
〇 確率統計Ⅱ 2 2

実務訓練A 1 1
実務訓練B 2 2

〇 英語プレゼンテーション基礎 2 2
サーバ構築演習 1 1

〇 データサイエンス応用 2 2
キャリア演習 1～8 1～8
海外研修 1～8 1～8

特別学修（専門科目） 卒業認定単位とする単
位数は別に定める

副
専
攻
科
目

〇 ロボット工学概論 2 2
〇 航空工学概論 2 2
〇 数値計算法概論 2 2
〇 環境生態学概論 2 2
〇 環境都市工学概論 2 2
〇 環境防災学概論 2 2
〇 自然エネルギー概論 2 2
〇 電気工学概論 2 2
〇 ディジタル回路概論 2 2

〇印は学修単位科目

一般科目

工学科

教育課程表 専門科目（全系共通）
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令和５年度１年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

必　
　
　
修　

機
械
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
系
基
礎
科
目

工作実習 4 4
機械工作学Ⅰ 1 1
機械設計製図Ⅰ 1 1
機構学 1 1
工業力学 2 2
ロボット製作実習 2 2
制御基礎実習 1 1
電気回路 1 1
計測工学 1 1
機械設計製図Ⅱ 1 1
機械設計製図Ⅲ 2 2
工学実験 4 4

開設単位数合計 21 6 9 6

選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

機
械
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
系
専
門
科
目

材料工学 2 2
材料力学 2 2

〇 メカトロニクス 2 2
〇 設計工学 2 2
〇 機械力学Ⅰ 2 2
〇 熱力学Ⅰ 2 2
〇 流体工学Ⅰ 2 2
〇 流体工学Ⅱ 2 2
〇 ロボット工学Ⅰ 2 2
〇 制御工学I 2 2
〇 電磁気学 2 2
〇 電子工学 2 2
〇 電子回路 2 2
〇 熱力学Ⅱ 2 2
〇 伝熱工学 2 2
〇 生産システム工学 2 2
〇 航空宇宙工学 2 2
〇 マイクロコンピュータ 2 2
〇 ディジタル回路 2 2
〇 ロボット工学Ⅱ 2 2
〇 制御工学Ⅱ 2 2
〇 機械力学Ⅱ 2 2
〇 機械工作学Ⅱ 2 2
〇 機械工作学Ⅲ 2 2

〇印は学修単位科目

専門科目
（情報エレクトロニクス系）

専門科目
（機械ロボティクス系）

令和５年度１年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

必　
　
　
修　

情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
基
礎
科
目

プログラミング基礎 1 1
電気回路Ⅰ 2 2
論理回路Ⅰ 1 1
論理回路Ⅱ 1 1
電磁気学Ⅰ 2 2
マイクロコンピュータ 2 2
情報エレクトロニクス実験Ⅰ 2 2
情報エレクトロニクス実験Ⅱ 4 4
情報エレクトロニクス実験Ⅲ 4 4
情報エレクトロニクス実験Ⅳ 2 2

開設単位数合計 21 6 9 4 2

選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

電
気
コ
ー
ス
専
門
科
目

電気電子計測 2 2
電子物性工学 1 1
電気回路Ⅱ 2 2

〇 電気回路Ⅲ 2 2
〇 電磁気学Ⅱ 2 2
〇 電子回路 4 4
〇 電力工学 2 2
〇 電気機器 2 2

電気電子製図 1 1
〇 半導体工学 2 2
〇 パワーエレクトロニクス 2 2
〇 ワイヤレス伝送 2 2
〇 自動制御 2 2
〇 電気電子材料 2 2
〇 高電圧工学 2 2
〇 電気電子応用 2 2
〇 ディジタル通信 2 2
〇 電気法規 2 2

情
報
コ
ー
ス
専
門
科
目

アルゴリズムとデータ構造 2 2
インターネット理論 1 1
メディア情報処理 1 1
情報セキュリティ 1 1
オブジェクト指向 1 1
計算モデル 1 1

〇 コンパイラ 4 4
〇 計算機アーキテクチャ 2 2
〇 シミュレーション 2 2
〇 集積回路設計 2 2
〇 情報数理 2 2
〇 情報理論 2 2
〇 オペレーティングシステム 2 2
〇 画像処理 2 2
〇 ソフトウェア工学 4 4
〇 ディジタル電子回路 2 2
〇 システム工学 2 2

〇印は学修単位科目
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機械工学科
令和５年度３年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

必　
　
　
修

基
礎
専
門
科
目

情報技術基礎 1 1
応用物理Ⅰ 2 2

〇 応用物理Ⅱ 2 2
〇 ベクトル解析 2 2

学
科
別
専
門
科
目

プログラミング演習 1 1
〇 塑性加工 2 2
〇 電気工学 2 2
〇 メカトロニクス 2 2
〇 論理回路 2 2

機構学 1 1
基礎工学演習 1 1
工業力学 2 2
材料力学 2 2

〇 熱力学 4 4
〇 流体工学 4 4

機械工作学Ⅰ 2 2
機械工作学Ⅱ 1 1
材料工学 2 2

〇 設計工学Ⅰ 2 2
〇 計測工学 2 2
〇 機械力学Ⅰ 2 2
〇 制御工学 2 2
〇 伝熱工学Ⅰ 2 2

機械設計製図Ⅰ 1 1
機械設計製図Ⅱ 2 2
機械設計製図Ⅲ 2 2

〇 コンピュータ支援設計法 2 2
工学実験 4 4
工作実習Ⅰ 4 4
工作実習Ⅱ 4 4
創造工学実習 4 4
機械工学概論 1 1
卒業研究 8 8

開設単位数合計 77 5 8 16 30 18

選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

学
科
別
専
門
科
目

実務訓練A 1 1
実務訓練B 2 2

〇 設計工学Ⅱ 2 2
〇 機械力学Ⅱ 2 2
〇 伝熱工学Ⅱ 2 2
〇 生産システム工学 2 2
〇 ロボット工学 2 2
〇 材料力学演習 2 2
〇 流体機械 2 2
〇 トライボロジー 2 2
〇 内燃機関 2 2
〇 数値計算法 2 2

学
科
共
通
専
門
科
目

機械加工基礎実習 1 1
〇 フーリエ解析 2 2
〇 複素関数論 2 2
〇 確率統計Ⅱ 2 2
〇 フィジカルコンピューティング 2 2
〇 英語プレゼンテーション基礎 2 2

ネットワーク構築演習 1 1
キャリアデザイン 1～8 1～8
キャリア演習 1～8 1～8
海外研修 1～8 1～8

他高専・他大学の専門科目
他高専・他大学の専門科
目の履修については別
に定める

特別学修（専門科目） 卒業認定単位とする単
位数は別に定める

〇印は学修単位科目

令和５年度１年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

必　
　
　
修

都
市
デ
ザ
イ
ン
系
基
礎
科
目

測量学基礎 1 1
都市デザイン実験実習Ⅰ 2 2
地球・生命科学 1 1
構造力学Ⅰ 1 1
測量学応用 1 1
地理情報システム 1 1
コンクリート構造学Ⅰ 1 1
水理学Ⅰ 2 2
土質工学Ⅰ 2 2
材料学 2 2
都市デザイン実験実習Ⅱ 2 2
都市デザイン設計製図Ⅰ 1 1
都市デザイン実験実習Ⅲ 4 4

開設単位数合計 21 5 11 5

選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

都
市
デ
ザ
イ
ン
系
専
門
科
目

構造力学Ⅱ 2 2
水理学Ⅱ 2 2
土質工学Ⅱ 2 2
計画数理学 2 2
コンクリート構造学Ⅱ 1 1

〇 鋼構造学 2 2
都市デザイン設計製図Ⅱ 2 2
建設環境衛生学Ⅰ 1 1
建設環境衛生学Ⅱ 1 1
構造力学Ⅲ 1 1

〇 都市計画 2 2
〇 交通工学 2 2
〇 施工特論 2 2

都市デザイン実験実習Ⅳ 2 2
都市デザイン特論 1 1
建築設計製図Ⅰ 1 1

〇 建築史 2 2
〇 建築計画 2 2
〇 環境生態学 2 2
〇 環境アセスメント 2 2
〇 環境水工学 2 2
〇 環境防災学 2 2
〇 都市デザイン設計製図Ⅲ 2 2
〇 耐震工学 2 2
〇 建築法規 2 2
〇 建築環境 2 2
〇 CAD 2 2

建築設計製図Ⅱ 1 1
〇印は学修単位科目

専門科目
（都市デザイン系）
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電気電子工学科
令和５年度３年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

必　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

基
礎
専
門
科
目

情報技術基礎 1 1
応用物理Ⅰ 2 2

〇 応用物理Ⅱ 2 2
〇 フーリエ解析 2 2
〇 ベクトル解析 2 2

学
科
別
専
門
科
目

電気基礎 2 2
電気電子セミナー 1 1
電気電子計測 2 2
電気回路Ⅰ 2 2
電気回路Ⅱ 2 2

〇 電気回路Ⅲ 2 2
電磁気学Ⅰ 2 2

〇 電磁気学Ⅱ 2 2
〇 電気電子材料 2 2

電子回路Ⅰ 2 2
〇 電子回路Ⅱ 2 2
〇 論理回路Ⅰ 2 2

半導体工学 2 2
〇 電子工学 2 2

プログラミング言語Ⅰ 2 2
〇 プログラミング言語Ⅱ 2 2

マイクロコンピュータ 2 2
〇 システム工学 2 2

電気機器 2 2
〇 自然エネルギー 2 2
〇 電力工学 2 2
〇 自動制御Ⅰ 2 2

電気電子製図 2 2
電気電子工学実験Ⅰ 2 2
電気電子工学実験Ⅱ 2 2
電気電子工学実験Ⅲ 4 4
創造工学実験 4 4
電気電子工学実験Ⅳ 2 2
電気電子工学実験Ⅴ 2 2
卒業研究 8 8

開設単位数合計 78 6 8 18 28 18

選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
択

学
科
別
専
門
科
目

実務訓練 2 2
〇 論理回路Ⅱ 2 2
〇 電磁波工学 2 2

電気法規 1 1
〇 パワーエレクトロニクス 2 2
〇 高電圧工学 2 2
〇 自動制御Ⅱ 2 2
〇 画像処理工学 2 2
〇 電気電子応用 2 2

学
科
共
通
専
門
科
目

機械加工基礎実習 1 1
〇 複素関数論 2 2
〇 確率統計Ⅱ 2 2
〇 フィジカルコンピューティング 2 2
〇 英語プレゼンテーション基礎 2 2

ネットワーク構築演習 1 1
キャリアデザイン 1～8 1～8
キャリア演習 1～8 1～8
海外研修 1～8 1～8

他高専・他大学の専門科目
他高専・他大学の専門科
目の履修については別
に定める

特別学修（専門科目） 卒業認定単位とする単
位数は別に定める

〇印は学修単位科目

令和５年度３年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

必　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

基
礎
専
門
科
目

情報技術基礎 1 1
応用物理Ⅰ 2 2

〇 応用物理Ⅱ 2 2
〇 フーリエ解析 2 2
〇 ベクトル解析 2 2

学
科
別
専
門
科
目

機械加工学 2 2
工業力学 1 1
機構学 1 1
材料工学 2 2

〇 材料力学Ⅰ 2 2
〇 流体工学 2 2

設計工学 1 1
生産工学 1 1
電気基礎 2 2
電気回路 2 2
電磁気学 2 2

〇 電子工学 2 2
〇 電子回路Ⅰ 2 2
〇 電子回路Ⅱ 2 2
〇 ディジタル回路 2 2

マイクロコンピュータⅠ 2 2
〇 マイクロコンピュータⅡ 2 2

情報処理 2 2
制御工学Ⅰ 2 2

〇 制御工学Ⅱ 2 2
〇 計測工学 2 2
〇 創造性開発工学 2 2

電子制御工学実験Ⅰ 2 2
電子制御工学実験Ⅱ 2 2
電子制御工学実験Ⅲ 2 2
工学実験実習 4 4
総合実験実習 4 4
設計製図Ⅰ 2 2
設計製図Ⅱ 2 2
設計製図Ⅲ 3 3
卒業研究 8 8

開設単位数合計 78 5 8 18 23 24

選　
　
　
　
　
　
択

学
科
別
専
門
科
目

実務訓練 2 2
工学演習Ⅰ 1 1
工学演習Ⅱ 1 1

〇 材料力学Ⅱ 2 2
〇 機械設計法 2 2
〇 振動工学 2 2
〇 ロボット工学 2 2
〇 通信工学 2 2

学
科
共
通
専
門
科
目

機械加工基礎実習 1 1
〇 複素関数論 2 2
〇 確率統計Ⅱ 2 2
〇 フィジカルコンピューティング 2 2
〇 英語プレゼンテーション基礎 2 2

ネットワーク構築演習 1 1
キャリアデザイン 1～8 1～8
キャリア演習 1～8 1～8
海外研修 1～8 1～8

他高専・他大学の専門科目
他高専・他大学の専門科
目の履修については別
に定める

特別学修（専門科目） 卒業認定単位とする単
位数は別に定める

〇印は学修単位科目

電子制御工学科
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令和５年度３年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

必　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

基
礎
専
門
科
目

情報技術基礎 1 1
応用物理Ⅰ 2 2

〇 応用物理Ⅱ 2 2
〇 ベクトル解析 2 2
〇 フーリエ解析 2 2

学
科
別
専
門
科
目

電子情報工学概論 1 1
電子情報工学入門 1 1
電子情報工学基礎演習 1 1
情報セキュリティ入門 1 1
論理回路 1 1
電気回路Ⅰ 1 1
電気回路Ⅱ 1 1
電子回路 1 1
マイクロコンピュータ 2 2

〇 集積回路設計 2 2
〇 計算機アーキテクチャ 2 2
〇 ディジタル電子回路 2 2

情報処理 2 2
アルゴリズムとデータ構造 2 2
オブジェクト指向 1 1

〇 プログラミング演習 4 4
〇 シミュレーション 2 2
〇 画像処理 2 2
〇 ソフトウェア工学 4 4

電磁気学 1 1
〇 電気物理 2 2
〇 ネットワーク基礎 2 2
〇 情報理論 2 2
〇 ディジタル信号処理 2 2
〇 システム工学 2 2

工学実験実習Ⅰ 2 2
工学実験実習Ⅱ 4 4
工学実験実習Ⅲ 4 4
工学実験実習Ⅳ 4 4
工学実験実習Ⅴ 4 4
卒業研究 8 8

開設単位数合計 79 6 8 15 26 24

選　
　
　
　
　
択

学
科
別
専
門
科
目

実務訓練 2 2
電子情報工学特別演習 2 2
ネットワークプログラミングⅠ 2 2

〇 ネットワークプログラミングⅡ 2 2
〇 組込みプログラミングⅠ 2 2
〇 組込みプログラミングⅡ 2 2
〇 計算機科学史 2 2

学
科
共
通
専
門
科
目

機械加工基礎実習 1 1
〇 複素関数論 2 2
〇 確率統計Ⅱ 2 2
〇 フィジカルコンピューティング 2 2
〇 英語プレゼンテーション基礎 2 2

ネットワーク構築演習 1 1
キャリアデザイン 1～8 1～8
キャリア演習 1～8 1～8
海外研修 1～8 1～8

他高専・他大学の専門科目
他高専・他大学の専門科
目の履修については別
に定める

特別学修（専門科目） 卒業認定単位とする単
位数は別に定める

〇印は学修単位科目

電子情報工学科 環境都市工学科
令和５年度３年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

必　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

基
礎
専
門
科
目

情報技術基礎 1 1
応用物理Ⅰ 2 2

〇 応用物理Ⅱ 2 2
〇 ベクトル解析 2 2
〇 確率統計Ⅱ 2 2

学
科
別
専
門
科
目

環境都市工学概論 2 2
地球・生命科学 2 2
測量学基礎 2 2
測量学応用 1 1
構造力学Ⅰ 2 2
構造力学Ⅱ 2 2

〇 構造力学Ⅲ 2 2
水理学Ⅰ 2 2
水理学Ⅱ 2 2
土質工学Ⅰ 2 2
土質工学Ⅱ 2 2
材料学 2 2
コンクリート構造学Ⅰ 1 1
コンクリート構造学Ⅱ 1 1
建築計画 1 1

〇 鋼構造学 2 2
計画数理学 2 2
情報処理 2 2

〇 地理情報システム 2 2
〇 耐震工学 2 2
〇 都市計画 2 2
〇 交通工学 2 2

建設環境衛生学Ⅰ 1 1
建設環境衛生学Ⅱ 1 1
施工特論 1 1
建築法規 1 1
実験実習Ⅰ 4 4
実験実習Ⅱ 2 2
実験実習Ⅲ 4 4
実験実習Ⅳ 2 2
設計製図Ⅰ 2 2
設計製図Ⅱ 2 2
設計製図Ⅲ 2 2
建築設計製図Ⅰ 1 1
卒業研究 8 8

開設単位数合計 80 5 8 17 30 20

選　
　
　
　
　
択

学
科
別
専
門
科
目

実務訓練 1 1
土木工学特論 1 1

〇 環境生態学 2 2
〇 環境アセスメント 2 2
〇 環境防災学 2 2
〇 環境水工学 2 2

建築設計製図Ⅱ 1 1
〇 建築環境 2 2
〇 建築史 2 2
〇 CAD 2 2

学
科
共
通
専
門
科
目

機械加工基礎実習 1 1
〇 フーリエ解析 2 2
〇 複素関数論 2 2
〇 フィジカルコンピューティング 2 2
〇 英語プレゼンテーション基礎 2 2

ネットワーク構築演習 1 1
キャリアデザイン 1～8 1～8
キャリア演習 1～8 1～8
海外研修 1～8 1～8

他高専・他大学の専門科目
他高専・他大学の専門科
目の履修については別
に定める

特別学修（専門科目） 卒業認定単位とする単
位数は別に定める

〇印は学修単位科目
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専攻科

令和５年度１年次生適用

区分 科目名 単位数
学年別配当

備考１年 ２年
前 後 前 後

専          

門          

科          

目

専
門
共
通
科
目

物性物理学 2 2 必修
物質科学 2 2 必修
機能デザイン 2 2 必修
産業システム工学輪講 2 2 必修
産業システム工学概論 2 2 必修
数理科学Ⅰ 2 2 選択
数理科学Ⅱ 2 2 選択
統計物理学 2 2 選択
量子物理学 2 2 選択
計測制御工学 2 2 選択
マイコン応用回路 2 2 選択
応用論理回路設計 2 2 選択
情報セキュリティ論 2 2 選択
知識工学 2 2 選択
信号処理論 2 2 選択
マイコン応用 2 2 選択
開設単位数合計 32 12 10 10 

専
門
展
開
科
目

学外実習 12 12 必修
実践工学演習 1 0.5 0.5 必修
特別研究Ⅰ 3 2.5 0.5 必修
特別研究Ⅱ 8 4 4 必修
応用磁気工学 2 2 選択
高周波回路工学 2 2 選択
電力変換工学 2 2 選択
エネルギー工学 2 2 選択
材料強度学特論 2 2 選択
応用設計工学       2 2 選択
計算力学特論 2 2 選択
流体力学 2 2 選択
金属熱処理工学 2 2 選択
構造材料力学 2 2 選択
水環境工学　　　　　　　　2 2 選択
地盤工学特論　　　　  2 2 選択
交通システム計画 2 2 選択
土質工学特論 2 2 選択
振動・騒音工学 2 2 選択
環境保全工学 2 2 選択
都市デザイン 2 2 選択
加工プロセス特論 2 2 選択
開設単位数合計 60 25 13 10 12

専門科目開設単位数合計 92 37 13 20 22 

〈生産環境システム専攻〉
令和５年度３年生

区分 授業科目 単位数
学年別配当

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

必　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

国語ⅠＡ 2 2
国語ⅠＢ 2 2
国語Ⅱ 2 2
国語Ⅲ 1 1

〇 国語Ⅳ 2 2
世界史 2 2
日本史 2 2
現代社会 1 1

〇 倫理学 2 2
基礎数学Ａ 2 2
基礎数学Ｂ 4 4
線形代数Ⅰ 2 2
微分積分Ⅰ 4 4
微分積分ⅡＡ 2 2
微分積分ⅡＢ 1 1
線形代数Ⅱ 1 1
確率統計Ⅰ 1 1
グローバルエンジニア基礎演習Ⅰ 1 1
グローバルエンジニア基礎演習Ⅱ 1 1
グローバルエンジニア基礎演習Ⅲ 1 1
化学Ⅰ 2 2
化学Ⅱ 2 2
物理Ⅰ 2 2
物理Ⅱ 2 2
科学演習・実験 1 1

〇 地球科学 2 2
保健・体育Ⅰ 2 2
保健・体育Ⅱ 4 4
保健・体育Ⅲ 2 2
スポ－ツⅠ 1 1
スポ－ツⅡ 1 1
芸術 1 1
英語ⅠＡ 1 1
英語ⅠＢ 4 4
英語ⅡＡ 1 1
英語ⅡＢ 4 4
英語ⅢA 2 2
英語ⅢB 2 2

〇 英語Ⅳ 2 2
英語Ⅴ 1 1
日本語 2 2
日本事情 2 2

〇 日本語コミュニケーション・スキル 2 2
開設単位数合計 81 26 25 17 12 1

選　
　
　
　
　
択

〇 日本文学 2 2
〇 日本社会史 2 2
〇 西洋史 2 2
〇 社会哲学 2 2
〇 法学 2 2
〇 中国語Ⅰ 2 2
〇 ハングルⅠ 2 2
〇 日本文化史 2 2
〇 東洋史 2 2
〇 論理トレーニング 2 2
〇 経済学 2 2
〇 中国語Ⅱ 2 2
〇 ハングルⅡ 2 2

他高専・他大学の一般科目
他高専・他大学の一般科
目の履修については別
に定める

〇印は学修単位科目

教養教育部門
■一般科目 各学科共通
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令和５年度１年次生適用

区  分 科目名 単位数
学年別配当

備考１年 ２年
前 後 前 後

専          

門          

科          

目

専
門
共
通
科
目

物性物理学 2 2 必修
物質科学 2 2 必修
機能デザイン 2 2 必修
産業システム工学輪講 2 2 必修
産業システム工学概論 2 2 必修
数理科学Ⅰ 2 2 選択
数理科学Ⅱ 2 2 選択
統計物理学 2 2 選択
量子物理学 2 2 選択
計測制御工学 2 2 選択
マイコン応用回路 2 2 選択
応用論理回路設計 2 2 選択
情報セキュリティ論 2 2 選択
知識工学 2 2 選択
信号処理論 2 2 選択
マイコン応用 2 2 選択
開設単位数合計 32 12 10 10

専
門
展
開
科
目

学外実習 12 12 必修
実践工学演習 1 0.5 0.5 必修
特別研究Ⅰ 3 2.5 0.5 必修
特別研究Ⅱ　 8 4 4 必修
応用磁気工学 2 2 選択
高周波回路工学 2 2 選択
計測工学 2 2 選択
電力変換工学 2 2 選択
マイクロエレクトロニクス 2 2 選択
画像処理応用 2 2 選択
ソフトウェア設計論 2 2 選択
符号理論 2 2 選択
開設単位数合計 40 7 13 14 6

専門科目開設単位数合計 72 19 13 24 16

〈電気情報システム専攻〉
令和５年度１年次生適用

区分 科目名 単位数
学年別配当

備考１年 ２年
前 後 前 後

一
般
科
目

英語特論Ⅰ 2 2 必修
英語特論Ⅱ 2 2 必修
倫理学特論　　 2 2 選択
日本文学特論 2 2 選択
日本史学特論 2 2 選択
外国史概論 2 2 選択
開設単位数合計 12 10 2

〈各専攻共通〉
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令和元年度
(2019年度）

令和2年度
(2020年度）

令和3年度
(2021年度）

令和4年度
(2022年度）

令和5年度
(2023年度）

機 械 工 学 科 1 1 0 1 1
電気電子工学科 1 0 1 0 1
電子制御工学科 0 0 0 0 1
電子情報工学科 0 2 1 1 0
環境都市工学科 0 0 0 0 1

計 2 3 2 2 4

■編入学生（4年次）

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

機 械 工 学 科 1 マレーシア 1 マレーシア 1 マレーシア
電気電子工学科 1 モンゴル 1 モンゴル 1 タイ 1 マレーシア
電子制御工学科 1 マレーシア 1 マレーシア 1 マレーシア 1 タイ 2 タイ
電子情報工学科 1 ラオス 1 中国
環境都市工学科 1 モンゴル 1 マレーシア 1 ミャンマー 2 マレーシア1/カンボジア1 1 ラオス

計 4 4 4 3 6

■外国人留学生の３年次編入学

令和元年度
(2019年度）

令和2年度
(2020年度）

令和3年度
(2021年度）

令和4年度
(2022年度）

令和5年度
(2023年度）

工 学 科 志願者数 295 239
入学者数 206 203

機 械 工 学 科 志願者数 51 62 57
入学者数 40 40 41

電気電子工学科 志願者数 48 67 57
入学者数 40 41 41

電子制御工学科 志願者数 49 51 47
入学者数 40 41 41

電子情報工学科 志願者数 46 72 57
入学者数 40 41 41

環境都市工学科 志願者数 50 52 52
入学者数 40 41 41

計 志願者数 244 304 270 295 239
入学者数 200 204 205 206 203

■入学志願者・入学状況

(令和5年5月1日現在）

区分 入学 
定員

現 員 計1年 2年 3年 4年 5年
総数 内女子 総数 内女子 総数 内女子 総数 内女子 総数 内女子 総数 内女子

工 学 科 200
総　数 204 46 209 38 413 84

内：編入生 0 0
内：外国人留学生 0 0

機 械
工 学 科 40

総　数 2 40 2 42 5 39 2 123 9
内：編入生 1 1 2 0
内：外国人留学生 1 1 1 1 2 2

電気電子
工 学 科 40

総　数 2 41 7 44 3 39 7 126 17
内：編入生 1 1 0
内：外国人留学生 1 1 1 2 1

電子制御
工 学 科 40

総　数 43 7 40 8 33 4 116 19
内：編入生 1 1 0
内：外国人留学生 2 1 1 1 1 4 2

電子情報
工 学 科 40

総　数 1 42 8 43 12 32 5 118 25
内：編入生 1 1 0
内：外国人留学生 1 1 0

環境都市
工 学 科 40

総　数 41 17 41 14 36 11 118 42
内：編入生 1 1 0
内：外国人留学生 1 2 1 4 0

計 200
総　数 204 46 214 38 207 41 210 42 179 29 1014 196

内：編入生 0 0 0 0 0 0 4 0 2 0 6 0
内：外国人留学生 0 0 0 0 6 2 3 0 4 3 13 5

■学生の定員及び現員

学生の状況 本科
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男子寮（雄風寮）・女子寮（清風寮）・国際寮（桜風寮）　入寮定員及び現員数
（令和5年4月1日現在）

男子寮（雄 風 寮） 国際寮
（桜風寮） 男子計 女子寮（清 風 寮） 国際寮

（桜風寮） 女子計 合　計
１号館 ２号館 ３号館 ４号館 ５号館 ７号館 ８号館 ６号館 ７号館 ９号館

定員
（人）

94 76 40 78 88 30 34 440 50 20 34 104 544
個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数 個室 複数
68 26 36 40 40 0 8 70 88 0 30 0 34 0 274 136 28 22 20 0 34 0 82 22 356 158

１年 0 33 0 38 0 0 0 71 17 0 0 17 88
0 0 1 32 0 0 0 38 0 0 0 0 0 0 1 70 1 16 0 0 0 0 1 16 2 86

２年 54 7 0 8 0 0 0 69 22 0 0 22 91
54 0 7 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 69 0 22 0 0 0 0 0 22 0 91 0

３年 12 19 15 8 1 10(4) 0 65(4) 6 4(2) 4 14(2) 79(6)
0 12 15 4 15 0 0 8 1 0 10 0 0 0 31 24 4 2 4 0 4 0 12 2 43 26

４年 0 0 12 0 46 6(3) 1 65(3) 0 5 4 9 74(3)
0 0 0 0 12 0 0 0 46 0 6 0 1 0 59 0 0 0 5 0 4 0 9 0 68 0

５年 0 0 0 0 32 1(1) 7 40(1) 0 3(3) 7 10(3) 50(4)
0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 1 0 7 0 39 0 0 0 3 0 7 0 10 0 49 0

専攻科 0 0 0 0 0 1(1) 0 1(1) 0 0 0 0 1(1)
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計
(短期留学除く)

66 59 27 54 79 18(9) 8 311(9) 45 12(5) 15 72(5) 383(14)
54 12 23 36 27 0 8 46 79 0 18 0 8 0 199 94 27 18 12 0 15 0 54 18 253 112

（　）は外国人留学生（短期留学生を除く）で内数

１号館 ２号館 ３号館 ４号館 ５号館 ７号館 ８号館 男子計 6号館 ７号館 ９号館 女子計 総計
収入金額(月) 51,600 43,600 21,600 38,600 63,200 14,400 6,400 225,000 34,200 9,600 12,000 55,800 280,800 

出身校　ほか

区分 学生数 女子 
(内数)

県内公立中学校

北信地区 465 (84)
東信地区 140 (28)
中信地区 168 (39)
南信地区 100 (12)

県内国立中学校 65 (18)
県内私立中学校 11 (3)

県内合計 949 (184)

県外中学校

新潟県 6 (2)
山梨県 12 0
福島県 1 0
富山県 1 0
茨城県 1 0
東京都 1 0
埼玉県 3 (1)
千葉県 6 (1)
神奈川県 4 0
福井県 1 (1)
愛知県 2 (1)
京都府 2 0
大阪府 5 0
兵庫県 1 (1)

県外合計 46 (7)

編入学生 県内高等学校 4 0
県外高等学校 2 0

編入学生合計 6 0

留学生

マレーシア 5 (3)
タイ 4 (2)
カンボジア 1 0
ラオス 1 0
ミャンマー 1 0
中国 1 0

留学生合計 13 (5)

総合計 1014 (196)

■内訳
総数 男 女

1014 818 196
80.7% 19.3%

■学生総数

県内 県外 その他 
（編入・留学）

949 46 19
93.6% 4.5% 1.9%

■出身中学校

総数 北信 東信 中信 南信

949 515 142 192 100
54.3% 15.0% 20.2% 10.5%

■出身中学校（県内）

kenkyu3
長方形
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卒業後の進路

■令和4年度（2022年度）の進路状況
本　科 専攻科

令和4年度
（2022年度） 18.4 54.3

■求人倍率
その他0.9%

県内就職
19.4%

県外就職
31.8%進学

46.5%

進学準備・未定
1.4%

※学科、専攻科を合算して算出しています。
　（令和5年3月末現在）

（令和5年5月1日現在）

専　攻 入学定員
現　　員 計1年 2年

総数 内：女子 総数 内：女子 総数 内：女子
生産環境システム専攻 12 15 3 14 1 29 4
電気情報システム専攻 8 8 1 10 0 18 1

計 20 23 4 24 1 47 5

■専攻科の定員及び現員

専　攻 1年 2年
本校 内：女子 他高専 内：女子 本校 内：女子 他高専 内：女子

生産環境システム専攻 15 3 0 0 14 1 0 0
電気情報システム専攻 8 1 0 0 10 0 0 0

計 23 4 0 0 24 1 0 0

■専攻科生の出身高専別

専　攻 入学
定員

令和元年度 
（2019年度）

令和2年度 
（2020年度）

令和3年度 
（2021年度）

令和4年度 
（2022年度）

令和5年度 
（2023年度）

生産環境システム専攻 12 志願者数 26 25 24 27 20
入学者数 13 19 15 13 15

電気情報システム専攻 8 志願者数 20 16 17 19 24
入学者数 10 9 10 10 8

計 20 志願者数 46 41 41 46 44
入学者数 23 28 25 23 23

■入学志願者・入学状況

専　攻 令和4年度
就職 進学 その他

生産環境システム専攻 13 2 0
電気情報システム専攻 8 2 0

計 21 4 0

■専攻科生の進路

専攻科の状況
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学　科　等 主な就職先（略称）

機 械 工 学 科
前田製作所／竹内製作所／タマディック／セイコーエプソン／長野オートメーション／Mテック／SUBARU／
アスザックフーズ／オリオン機械／キヤノンメディカルシステムズ／コトヒラ工業／シマノ／新光電気工業／
鈴木／ディスコ／日産オートモーティブテクノロジー／ファナック／本田技研工業／丸文通商／森永乳業 東京
多摩工場／防衛省航空自衛隊

電気電子工学科
中部電力／東海旅客鉄道／東日本旅客鉄道／関西電力／シエルシステム／東京電力ホールディングス／鈴木／
NHKテクノロジーズ／アルティメイトテクノロジィズ／上田日本無線／エプソンアヴァシス／中部電気保安協
会／東日本旅客鉄道 東京電気システム開発工事事務所／マリモ電子工業

電子制御工学科
長野オートメーション／鈴木／セイコーエプソン／富士通インターコネクトテクノロジーズ／丸文通商／ミマ
キエンジニアリング／KOA／シキボウ／中部電力／東日本旅客鉄道／上田日本無線／エプソンアヴァシス／キ
ヤノンメディカルシステムズ

電子情報工学科
ミマキエンジニアリング／テクノプロ　テクノプロ・エンジニアリング社／電算／KOA／エプソンアヴァシス／
冨士フイルムヘルスケアシステムズ／アイ・システム／エヌ・ティ・ティ エムイー／アスクル／アネックスインフォ
メーション／ウナルステクノロジー／オリジナルソフト／シーエーシー

環境都市工学科

東海旅客鉄道／東京水道／東日本旅客鉄道 長野支社／東日本旅客鉄道／東京電力ホールディングス／第一建設
工業／長野県土地改良事業団体連合会／中部電力／エヌ・ティ・ティ・インフラネット／鹿島クレス／ショーボ
ンド建設／中日本高速道路／守谷商会／長野市役所／国土交通省北陸地方整備局／長野県庁／東京都下水道サー
ビス／ヒロセホールディングス／JFEシビル／NIPPO／通信土木コンサルタント／中日本ハイウェイ・エンジニ
アリング東京／長野技研／長谷川体育施設／フジ技研／三井住友建設／宮地エンジニアリング／飯山市役所／
国土交通省関東地方整備局

専 攻 科
セイコーエプソン／日置電機／電算／長野市役所／オリオン機械／ソニーグローバルマニュファクチャリング
＆オペレーションズ／JR東日本コンサルタンツ／NTT東日本グループ会社／ディスコ／東京エレクトロン／中
日本高速道路／八十二システム開発／東日本旅客鉄道 長野支社／フジテック／ミマキエンジニアリング

■就職先（過去5年間で主なもの）

大　学　名 人数
長岡技術科学大学 大学院 3
豊橋技術科学大学 大学院 4
横浜国立大学　大学院 1
信州大学 大学院 3
筑波大学 大学院 3
電気通信大学 大学院 2
東京工業大学 大学院 2
金沢大学 大学院 1
鳥取大学　大学院 1
北陸先端科学技術大学院大学 1
奈良先端科学技術大学院大学 2

■進学先（過去5年間で主なもの）

大　学　名 人数
長岡技術科学大学 41
豊橋技術科学大学 26
北海道大学 2
室蘭工業大学 1
東北大学 8
秋田大学 3
山形大学 2
茨城大学 1
群馬大学 6
埼玉大学 3
千葉大学 12
横浜国立大学 4
山梨大学 13
信州大学 41
新潟大学 21
筑波大学 8
お茶の水女子大学 1
電気通信大学 9
東京大学 1
東京工業大学 2
東京農工大学 16
東京海洋大学 2

本科
大　学　名 人数

富山大学 4
金沢大学 23
福井大学 10
岐阜大学 7
静岡大学 2
名古屋大学 3
名古屋工業大学 1
三重大学 3
京都工芸繊維大学 6
大阪大学 3
神戸大学 1
和歌山大学 3
島根大学 1
岡山大学 1
広島大学 2
愛媛大学 1
九州大学 6
熊本大学 1
兵庫県立大学 1
北九州市立大学 1
公立諏訪東京理科大学 1
千葉工業大学 3

大　学　名 人数
工学院大学 1
拓殖大学 1
東京理科大学 1
酪農学園大学 1
武蔵野美術大学 1
神奈川大学 1
東京都市大学 1
大阪芸術大学 1
京都芸術大学 1
東京国際工科専門職大学 1
放送大学 1
舞鶴高専　専攻科 1
長野高専　専攻科 121
国立音楽院 1
東邦学園映画専門学校 1
日本電子専門学校 1
長野理容美容専門学校 1
東京調理製菓専門学校 1
東邦学園音響専門学校 1

専攻科
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海外教育機関協定一覧
国 教育機関名

台湾 台湾国立台北科技大学 National Taipei University of Technology
台湾 台湾国立聯合大学 Natonal United University
タイ 泰日工業大学 Thai-Nichi Institute of Technology
タイ タイテクニカルカレッジ（チョンブリ） Science-Based Technology Vocational College(Chonburi)
タイ タイテクニカルカレッジ（スラナリ） Suranaree Technical College

タイ プリンセスチュラポーンサイエンスハイスクール 
ピッサヌローク校 Princess Chulabhorn Science High School Phitsanulok

インドネシア シャクアラ大学 Syiah Kuala University
ベトナム ダナン工科大学 The University of Da Nang, University of Science and Technology
カナダ ノーザンアルバータインスティテュートオブテクノロジー Northern Alberta Institute of Technology

※収入額と支出額の差は、主に寄付金等の外部資金の受入額と支出額の差（翌年度への繰越額）によるもの

その他補助金27.6%
293,019

教育研究費27.5%
291,980

一般管理費6.0%
64,207

運営費交付金7.6%
80,403

寄付金収入4.3%
45,277

寄付金事業費4.1%
43,681

産学連携等
研究収入2.6%
27,410

産学連携等
研究費1.8%
18,945

施設整備費33.1%
351,589

施設整備費33.1%
351,589

授業料21.5%
227,677

入学検定料2.3%
24,404

雑収入1.1%
11,876

その他補助金27.5%
293,019

収入額
（千円）

収入合計（千円）1,061,655 支出合計（千円） 1,063,421

支出額
（千円）

■令和4年度（2022年度）収入・決算額

財務状況

名　　称
令和4年度 

（2022年度）
件数 金額（千円）

共 同 研 究 16 19,585
受 託 研 究 6 4,091
受 託 事 業・補 助 金 他 4 2,510
寄附金（長野高専基金を含む） 113 46,057
合 計 139 72,243

■外部資金受入状況

研　究　種　目
令和4年度 

（2022年度）
件数 金額（千円）

基 盤 研 究 （ A ） 0 0 
基 盤 研 究 （ B ） 0 0 
基 盤 研 究 （ C ） 16 13,455
若 手 研 究 4 8,970
奨 励 研 究 0 0
研究活動スタート支援 0 0
学 術 図 書 1 1,800
厚生労働科学研究費補助金 0 0
合 計 21 24,225

■科学研究費補助金交付決定状況
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協定等締結一覧
令和5年5月10日現在

大学研究機関等

協定機関 協定目的 締結年月日

＜機構本部協定＞ 
（独）科学技術振興機構 機構本部協定 H20.8.26

公立大学法人長野県立大学 包括 R2.1.31

国立大学法人長岡技術科学大学 学術交流 R3.3.23

信州大学工学部　繊維学部 包括 R3.10.8

信州大学農学部 連携 R5.5.9

行政機関等

協定機関 協定目的 締結年月日

長野市 包括 H18.10.18

塩尻市 包括 H19.4.19

須坂市 包括 H19.5.29

飯田市 包括 H19.6.7

長野県 包括 H30.3.28

小布施町 連携 R2.8.1

社会福祉法人長野県社会福祉協議会 連携 R4.4.1

小布施町 連携 R5.4.26

金融機関等

協定機関 協定目的 締結年月日

（株）八十二銀行 研究 H18.8.29

長野県信用金庫協会 研究 H19.5.11

（株）日本政策金融公庫　松本支店 研究 H20.2.4

（株）長野銀行 研究 H28.2.29

産業界等

協定機関 協定目的 締結年月日

下諏訪商工会議所　（合意書） 技術支援 H17.5.17

（財）長野県中小企業振興センター 技術支援 H17.9.9

長野県中小企業家同友会 研究 H19.12.4

佐久商工会議所 包括 H21.3.17

上田商工会議所 包括 H23.4.6

長野オートメーション株式会社 包括 R1.12.4

株式会社　守谷商会 包括 R2.8.4

KDDI株式会社 包括 R3.3.8

（株）ミマキエンジニアリング 修学支援 R3.3.8

一般社団法人長野高専技術振興会 包括 R4.4.3

教育研究費27.5%
291,980

一般管理費6.0%
64,207

地域共同テクノセンター
■技術相談室
　技術相談室には専任スタッフが常駐し、地域共同テクノセンター全般の運営や、各種技術相談に対応しています。室内には技術相談や共同
研究の打ち合せに利用できるスペースの他、各種技術資料などが保管されており、利用者がいつでも気軽に利用できます。

■セミナー室、第二セミナー室
　プレゼンテーションルームとして、各種セミナー、講習会、講演会、研究会などに利用できます。室内には視聴覚システムが整備され、様々
なプレゼンテーションに対応できます。
　収容人数　セミナー室：約80 名、第二セミナー室：約30 名（ コロナ禍では半数以下を目安に運用）

■社会人向け人材育成（リカレント教育）事業
　社会人の再教育や新人教育のため技術研究会、技術講習会、技術セミナーを実施しています。また、出前講座も行っています。

■産学連携事業
　○ 技術相談：企業など外部の方々からの技術開発・研究に関する相談にお答えしています。
　○ 共同研究：企業などの研究者と高専教職員とが共通の課題について、共同で研究を行います。
　○ 受託研究：企業などから委託を受けて、高専の教職員が研究・開発を行います。
　○ 寄付金：学術研究や教育の充実などのために、企業や個人から寄付金を受け付けています。

■寄附研究部門
　株式会社ミマキエンジニアリングからのご寄附により、地域共同テクノセンター内に「制御システム開発研究部門」として平成21年度に設
立され、平成23年度まで組込みソフトウェアの品質と生産性を高めるための開発と管理手法の研究に取り組みました。ここでは、ソフトウェ
ア開発過程で作成する文書および文書化行為の品質を向上させることにより、開発現場における事例を用いて、組込みソフトウェアの品質
と生産性を高めることができることを実証しました。
　本部門は平成23年度で終了しましたが、平成23年9月から、長野高専は株式会社ミマキエンジニアリングと包括協定を締結し、多様な技術
開発・研究に取り組んでいます。

■起業の郷・企業書生派遣事業
　国立高専機構長野高専の本科（4年次・5年次）ならびに専攻科学生が長期休暇、土曜日あるいは放課後の契約した時間帯に企業書生派遣機関（企
業等）と連携（書生）し、日常的に報酬を得ながら企業現場に参加していく取り組みです。
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技術振興会
■（一社）長野高専技術振興会 会員名簿
会員440：411社、14団体、15個人（敬称略） （令和5年3月31日現在）

〈企　業〉

【あ】
東 機 アート金属工業（株）
北 建 （株）アーマン高山工場
南 機 （株）IHI回転機械エンジニアリング
東 精 （株）アイカム
北 他 （株）Aizaki
北 他 ICS-net（株）
北 他 （株）I.D.D.WORKS
北 電 （株）アイテクノ矢嶋
南 他 （株）アイン
北 機 （株）青木固研究所
北 機 （株）青木製作所
北 建 (有)アオキビルド
北 建 （株）アグリトライ
南 電 上松電子（株）
北 機 （株）麻場
東 他 浅間エンジニアリング（株）
外 他 （株）アジア共同設計コンサルタント
北 他 アスザック（株）
北 他 アズビル太信（株）
北 建 （株）アスペック
南 機 アスリートＦＡ（株）
北 他 （株）アドイシグロ
南 機 （株）アドライズ
東 情 （株）アトラクター
東 他 アナハイム（株）
北 機 アピックヤマダ（株）
北 機 （株）新井製作所
東 建 （株）有賀技建
東 電 （株）アルカディア
南 電 （株）アルゴル
北 他 アルティメイトテクノロジィズ（株）
北 他 アルピコ交通（株）
東 機 アルファーデザイン（株）
東 他 （株）アルファテック
北 機 （株）アルプスツール
中 建 （株）アンドー
南 他 （株）飯田コンサルタント
北 機 飯山精器（株）
外 電 池上通信機（株）
南 建 石田建設（株）
東 精 （株）石原産業
南 電 イデアシステム（株）
北 情 イノベーションミライ（株）
北 他 （株）いろはり
南 電 インターフェイス（株）
北 情 （株）インテージテクノスフィア
外 情 （株）ヴィッツ
東 電 上田日本無線（株）
東 他 上田プラスチック（株）
南 電 （株）上野精機長野
中 機 （株）エーアイテック
北 他 （株）エーシーエ設計
南 建 （株）エース
北 他 （株）エクセル
南 機 （株）エグロ
南 精 （株）エビデント長野
中 電 （株）エフ・アンド・オーシステムズ
東 情 エプソンアヴァシス（株）
東 他 エムケーカシヤマ（株）
北 機 エムケー精工（株）
南 電 （株）エルコム
中 他 王子マテリア（株）　松本工場
南 機 オーシーエム（株）
北 他 （株）小賀坂スキー製作所
南 建 （株）岡谷組
南 建 小木曽建設（株）
東 電 OKIネクステック（株）
南 精 （株）オーク製作所　諏訪工場
北 機 （株）奥山工機
北 機 オリオンオートクラフト（株）
北 機 オリオン機械（株）
北 情 オリオンシステム（株）
東 他 オルガン製針（株）
東 他 オルガン針（株）

【か】
北 電 カイシン工業（株）
外 建 海洋技術建設（株）
東 電 （株）カウベルエンジニアリング
東 他 （株）カクイチ製作所
北 建 （株）角藤
北 建 （株）鹿熊組
東 他 笠原工業（株）
東 機 樫山工業（株）
北 他 カシヨ（株）
東 機 カネテック（株）
北 建 川中島建設（株）
北 建 環境都市設計（株）
北 他 （株）キープ
北 建 技建開発（株）
南 建 北沢建設（株）
外 建 北野建設（株）
南 機 （株）キッツ　伊那工場
東 建 木下建工（株）
東 精 （株）キョウエイ
北 電 協栄電気興業（株）
北 他 （株）協同測量社
南 他 （株）協和精工
北 他 協和テクノ（株）
外 建 極東興和（株）
北 機 （株）クエストコ－ポレーション
中 電 （株）クオン電子
外 他 クモノスコーポレーション（株）
外 情 （株）クレスコ
南 精 CREST PRECISION（株）
北 他 （株）ＫＲＣ
北 情 （株）ケイケンシステム
南 電 ＫＯＡ（株）
北 他 (有)コーエープラス
外 建 （株）鴻池組　名古屋支店
北 他 （株）光和
南 機 （株）コガネイ駒ヶ根事業所
北 建 （株）国土設計
南 電 ゴコー電工（株）
北 他 ＣＯＣＯＲＯ社会保険労務士法人
北 精 （株）コシナ
南 建 （有）小平建設
東 機 コトヒラ工業（株）
北 他 コトブキ通商（株）
中 他 （株）コトブキパック
南 他 （株）コバコン
北 機 （株）小林製作所
東 他 （株）小林製作所
南 精 （株）小松精機工作所
中 機 （株）小松製作所
東 建 （株）小宮山土木
北 情 コムシス情報システム（株）
東 電 （株）小諸村田製作所
北 機 （株）コヤマ
東 建 コロナ技建（株）

【さ】
中 電 （株）サーキットデザイン
東 電 （株）サイキョー
中 精 （株）サイベックコーポレーション
中 建 （株）相模組
北 機 （株）桜井製作所
北 精 サクラ精機（株）
東 電 真田ＫＯＡ（株）
東 他 三映電子工業（株）
北 建 （株）サン環境計画
南 精 山京インテック株式会社
北 精 三共電子（株）
外 建 三機工業（株）
北 他 （株）サンクゼール
中 精 （株）サンコー
南 他 サン工業（株）
中 建 （株）山光測舎
北 建 （株）サンタキザワ
北 情 サンメディックス（株）
北 他 （株）三友ファシリティーズデザイン
東 電 山洋電気（株）上田事業所

東 電 山洋電気テクノサービス（株）
南 機 三和ロボティクス（株）
南 電 （株）シーピーエス
外 精 シーマ電子（株）
北 情 JRCエンジニアリング（株）　長野事業所
外 他 （株）ＪＭＣ
中 電 ジェーシーシーエンジニアリング（株）
東 機 （株）ジェー.ピー.イー.
東 他 (有)ジェイウィンド
北 建 ジェイテック（株）
中 情 （株）シエルシステム
南 機 （株）塩澤製作所
南 機 シキボウ（株）
北 情 （株）システックス
北 情 （株）システムプラン
東 電 （株）システム・ワン
南 精 シセイ工業（株）
北 情 シソーラス（株）
外 精 シチズンファインデバイス（株）
東 機 シチズンマシナリー（株）
南 建 （株）ジッソク
東 他 （株）シナノ
東 電 シナノケンシ（株）
南 他 （株）SIMMTECH GRAPHICS
南 他 しもいな法律事務所
南 電 （株）ジャパンマグネット
北 他 （株）ショーシン
北 電 （株）匠電舎
北 機 昭和樹脂工業（株）
北 情 （株）昭和ホールディング
北 精 （株）シンエイ・ハイテック
北 他 信越理研（株）
東 機 (有)新工
北 精 新光電気工業（株）
中 精 信州吉野電機（株）
北 機 伸商機工（株）
北 建 新日本設計（株）
北 機 （株）信防エディックス
北 他 （株）森林テクニクス　長野支店
南 機 伸和コントロールズ（株）
東 情 （株）ズー
東 電 （株）スキノス
東 他 スキノス東御研究所
北 電 （株）鈴木
南 精 鈴木プレス工業（株）
東 機 スピードファム長野（株）
南 電 （株）諏訪三社電機
中 電 セイコーエプソン（株）
北 電 （株）星光技研
北 他 セラテックジャパン（株）
南 情 （株）ＳＯＬＡ
北 建 綜合地質コンサルタント（株）
東 電 双信電機（株）
東 機 ソダック機械設計事務所
中 情 （株）ソルティスター

【た】
北 建 （株）第一土建コンサルタント
北 他 （株）タイコー
外 他 大成ラミック（株）
南 他 （株）ダイナ楽器
外 建 大日本土木（株）
外 電 大洋電機（株）
外 機 大陽日酸（株）
北 電 大陽日酸ＣＳＥ（株）
東 建 （株）タイヨーエンジニヤ
北 他 （株）タカギセイコー
北 他 高沢産業（株）
中 精 高島アイディーエス（株）
南 精 高島産業（株）
北 建 （株）高見澤
北 精 高山理化精機（株）
東 他 (有)タキオン
北 建 （株）タケウチ建設
北 機 （株）竹内製作所　（坂城町）
北 機 （株）竹内製作所　（長野市）
東 建 （株）竹花組
東 建 竹花工業（株）



19

北 機 （株）竹村製作所
北 他 （株）タケモト
東 精 （株）タジマ
南 電 多摩川精機（株）
南 他 多摩川テクノクリエイション（株）
外 他 （株）多摩川電子
外 電 タワーパートナーズセミコンダクター（株）
北 他 （株）地域計画センター
北 建 （株）地域総合計画
北 情 知識工学（株）
中 建 （株）中央工研
北 電 中央電機工業（株）
北 電 長窯（株）
北 情 使えるねっと（株）
東 電 土屋電機（株）
北 機 （株）都筑製作所
中 電 （株）つばくろ電機
中 他 TIP composite （株）
北 機 (有)ＴＫファクトリー
北 電 （株）ティオック
南 機 （株）ディスコ　長野事業所
北 電 テクノエクセル（株）
北 情 （株）デジットワークス
中 電 テスコム電機（株）
北 建 (有)寺島工務店
北 建 （株）電弘
北 情 （株）電算
中 機 （株）デンソーエアクール
北 情 （株）TOSYS
外 他 東京水道（株）
東 電 東京精電（株）
東 電 東京モートロニクス（株）
東 電 （株）ＴＯＴＯＫＵ
南 精 東北テクトロン（株）
中 機 東洋計器（株）
外 情 （株）働楽ホールディングス
外 情 凸版印刷（株）
東 建 （株）土木管理総合試験所

【な】
中 精 ナイスモバイル（株）
北 他 直富商事（株）
東 他 (有)長岡鉄工所
北 機 (有)中澤鋳造所
北 機 （株）中嶋製作所
北 電 長野愛知電機（株）
北 電 （有）長野エーシーエス
東 機 長野オートメーション（株）
南 精 長野オリンパス（株）
中 建 （株）長野技研
東 機 長野クリエート（株）
東 精 長野計器（株）
北 情 （株）長野県協同電算
北 機 長野工業（株）
北 他 （株）長野製作所
北 機 長野鍛工（株）
北 電 長野テクトロン（株）
北 精 長野電子工業（株）
北 建 中野土建（株）
北 電 長野日本無線（株）
北 電 中野プラスチック工業（株）
中 電 長野三菱電機機器販売（株）
東 他 長野吉田工業（株）
南 精 中村製作所（株）
北 機 (有)ナツバタ製作所
東 電 ナビオ（株）
東 他 （株）ナルコーム
中 精 （株）南安精工
北 電 （株）西澤電機計器製作所
北 機 仁科工業（株）
中 電 ニチコン大野（株）
外 建 ニチレキ（株）
南 電 （株）ニチワ工業
北 機 NiKKiFron（株）(日本機材)
東 機 日軽松尾（株）
北 他 日建学院　長野校（（株）建築資料研究社）
外 機 日精（株）
東 機 日精エー・エス・ビー機械（株）

北 精 （株）ニットー
外 他 日東電工（株）
北 機 ニデックプレシジョン・ヤマダ（株）
外 他 （一社）日本建設機械施工協会施工技術総合研究所
北 情 （株）日本システム技研
北 建 日本綜合建設（株）
外 電 日本テキサス・インスツルメンツ（同）
北 他 日本デルモンテ（株）
北 他 日本電子機器開発（株）
中 機 日本電熱（株）
南 他 日本発条（株）
東 機 日本ハルコン（株）
外 他 日本ファブテック（株）
中 電 日本フェンオール（株）
東 他 （株）ニュースト
中 情 ネクストリンクス（株）
南 機 野村ユニソン（株）

【は】
南 機 （株）ハーモ
中 精 （株）ハーモニック・ドライブ・システムズ
東 情 (有)ハイツーシステム
外 建 パシコン技術管理（株）
外 建 長谷川体育施設（株）
中 情 （株）ハタ研削
北 情 八十二システム開発（株）
北 電 （株）八光
北 機 （株）羽生田鉄工所
北 他 (有)早澤木型研究所
南 機 林エンジニアリング（株）
北 機 （株）ヒーテック
東 電 日置電機（株）
東 機 日立Astemo上田（株）
北 他 響珈琲（株）
南 精 （株）平出精密
外 建 ヒロセホールディングス（株）
北 電 （株）広田製作所
東 機 (有)ファインフォーミング
北 他 （株）フェイバライツ
北 建 （株）フクザワコーポレーション
東 他 （株）フジ技研
東 他 富士ケミカル（株）
北 機 不二越機械工業（株）
北 電 FICT（株）
北 電 富士通コンポーネント（株）
北 建 藤森建設工業（株）
中 他 (有)ニ木工業
北 他 （株）プリオール
南 機 プレマテック（株）
中 他 （株）プロノハーツ
南 機 （株）ベアック
北 他 （株）ホクエツ信越
北 建 （株）北條組
北 他 （株）北信帆布
北 他 ホクト（株）
北 精 （株）ホクト精工
中 建 北陽建設（株）
東 電 （株）堀内電機製作所
中 精 本多通信工業（株）

【ま】
北 電 （株）マースウインテック
東 電 マイクロコントロールシステムズ（株）
北 機 （株）前田製作所
南 電 （株）マコメ研究所
北 他 （株）マックステック
北 建 松澤工業（株）
北 他 松代金属（株）
東 他 （株）マップエレクトロニクス
中 他 （株）松本鉄工所
中 建 松本土建（株）
東 機 松山（株）
東 情 マリモ電子工業（株）
北 他 （株）マルオカ
東 電 丸子警報器（株）
北 他 マルコメ（株）
東 他 （株）丸信製作所
南 精 （株）マルヒ

中 精 丸文通商（株）
南 電 マルヤス電業（株）
北 他 （株）みすずコーポレーション
東 建 （株）みすず綜合コンサルタント
北 他 （株）美須弥工業
北 他 ミドリ電子（株）
北 他 （株）ミナミサワ
東 機 ミネベアミツミ（株）
外 情 （株）Minoriソリューションズ
東 精 （株）ミマキエンジニアリング
東 他 ミマキ電子部品（株）
北 機 （株）宮尾製作所
南 他 宮坂ゴム（株）
南 他 宮下製氷冷蔵（株）
東 機 ミヤジマ技研（株）
南 電 武藤工業（株）
中 建 （株）村瀬組
東 他 （株）メイクワン
北 建 （株）本久
北 建 （株）守谷商会

【や・ら・わ】
北 他 安長電機（株）
南 建 （株）ヤマウラ
北 機 （株）山岸製作所
北 機 （株）ヤマザキアクティブ
北 他 （株）山崎屋木工製作所
北 建 (有)山本測量
北 他 （株）ユウエムエイ
東 精 （株）ユウワ
南 建 吉川建設（株）
東 機 吉田工業（株）
北 他 ラーチマネージメントリサーチ
北 他 （株）ラポーザ
中 情 リネオソリューションズ（株）
東 機 ルート設計（株）
北 情 （株）ロゴス
北 他 若穂紙器(有)
東 機 （株）渡辺作意商店

〈団　体〉
北 イノベートＳＵＺＡＫＡ
北 国立長野高専同窓会
東 佐久商工会議所
南 (特非)３次元設計能力検定協会
北 獅子の会(長野高専2期OB会)
東 （一社）全国人材支援連合会
北 千曲商工会議所
北 （財）長野経済研究所
北 長野県情報技術振興財団
北 長野県中小企業家同友会
北 長野商工会議所
外 （一社）パブリックサービス
南 （一社）マイクロ水力発電実証会
南 (公財)南信州・飯田産業センタ－

〈個　人〉
北 荒井 清三
北 伊藤 治夫
東 伊藤 正恵
外 太田 圭司
北 岡本 佐和子
北 小河原 敏男
北 鎌倉 彬
外 北村 一浩
外 関口 健一
北 堀内 征治
中 松澤 良彦
中 宮澤 信
外 宮下 孝洋
北 山本 行雄
北 横澤 由明

：2022年度新規加入
地域:北信（193）　東信（94）　中信（45）　南信（71）　県外（37）      
業種:機械（85）　電機（74）　精密（40）　情報・通信（36）　建設（66）　その他（110）      

　　　　　　　　　　　国立高専機構長野高専 地域共同テクノセンター
　　　　　　　　　　　お問い合わせ先　TEL:026-295-7117　E-mail:nrtc71@nagano-nct.ac.jp　URL:http://www.nagano-nct.ac.jp/nrtc71/



独立行政法人 国立高等専門学校機構

長野工業高等専門学校
〒381-8550  長野県長野市大字徳間716

TEL  026-295-7003
https://www.nagano-nct.ac.jp/
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